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ま
と
め

日
本
中
世
禅
林
に
お
い
て
は
、
初
期
よ
り
杜
甫
の
忠
義
は
着
目

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
詠
出
に
関
し
て
は
、
杜
甫
の
詩
句
や
逸
話
を

取
り
上
げ
、
間
接
的
に
杜
甫
の
忠
義
を
称
揚
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
れ
が
中
期
に
な
る
と
、
杜
甫
の
名
を
直
接
に
挙
げ
、
忠
義
と
共

に
詠
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
杜
甫
の
詩
を
読
ん
だ
感
想
と
し

て
、
忠
義
を
感
じ
取
っ
た
こ
と
も
詠
じ
る
よ
う
に
な
る
。
初
期
に

較
べ
る
と
、
杜
甫
と
忠
義
が
よ
り
明
確
化
さ
れ
、
杜
詩
に
お
け
る

忠
義
が
よ
り
深
く
理
解
・
考
証
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

杜
甫
の
忠
義
が
高
く
称
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
先
ず

第
一
に
禅
林
と
武
家
社
会
と
の
関
係
が
よ
り
密
接
に
な
っ
た
た
め
、

国
家
に
必
要
な
忠
義
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
儒
学
思
想
を
会
得
す
る
こ
と
は
詩
文

を
製
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
要
素
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
要
因
に
よ
っ
て
、

禅
僧
は
初
期
よ
り
忠
義
の
詩
人
と
し
て
名
高
か
っ
た
杜
甫
を
い
っ

そ
う
敬
慕
し
た
と
言
え
よ
う
。

今
後
は
、
な
ぜ
忠
義
と
言
え
ば
杜
甫
に
目
を
向
け
、
そ
の
詩
を

忠
義
の
面
か
ら
深
く
読
解
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
読
解
し
、
ど

れ
ほ
ど
深
く
杜
甫
の
忠
義
を
認
識
し
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
し
た

い
。注

［
１
］
朝
倉
尚
「
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
像
寸
見
～
『
文
章
一
小
技
』
と
『
杜

甫
忠
心
』
」
（
『
岡
山
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
十
一
号

一
九
七
五
）
参

照
。

［
２
］
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
忠
孝
へ
の
関
心
（
初
期

の
場
合
）
―
」（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
四
十
号

二
〇
〇
一
）
参

照
。

［
３
］
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
に
つ
い
て
―
中
期
禅
林
に

お
け
る
杜
甫
画
図
賛
詩
に
着
目
し
て
―
」（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第

四
十
五
・
四
十
六
号
合
併
号
、
二
〇
〇
四
）
参
照
。

［
４
］
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
『
集
千
家
批
点
杜

工
部
詩
集
』
の
中
期
禅
林
に
及
ぼ
し
た
影
響
―
」
（
『
禅
学
研
究
』
八
六

号

二
〇
〇
八
）
参
照
。

［
５
］
和
島
芳
男
著
『
中
世
の
儒
学
』
（
吉
川
弘
文
館

一
九
六
五
）
・
市

川
本
太
郎
著
『
日
本
儒
教
史
中
世
篇
』
（
汲
古
書
院

一
九
八
九
）
参

照
。

［
６
］
川
瀬
一
馬
著
『
石
井
積
翠
軒
文
庫
善
本
書
目
』
（
臨
川
書
店

一
九

八
一
）
参
照
。
現
在
、
当
該
書
は
所
在
不
明
。
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六
朝
楽
府
訳
注
（
十
七
）
―
「
隴
頭
水
」
七
首
―

小

川

恒

男

は
し
が
き

前
稿
（
「
中
国
学
研
究
論
集
」
第
三
十
三
号

二
〇
一
四
）
の
後

半
で
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
一
か
ら
始
ま
る
横
吹
曲
辞
に
進
ん
だ

も
の
の
、
い
つ
も
な
が
ら
の
筆
の
遅
さ
の
た
め
に
陳
後
主
叔
宝
の

「
隴
頭
」
一
首
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
梁
元
帝

蕭
繹
、
劉
孝
威
、
車
壇
、
陳
後
主
二
首
、
徐
陵
、
顧
野
王
そ
れ
ぞ

れ
の
「
隴
頭
水
」
計
七
首
の
訳
注
で
あ
る
。

「
隴
頭
」
ま
た
「
隴
頭
水
」
は
か
な
り
早
い
段
階
で
古
辞
を
失

い
、
そ
の
模
擬
作
も
梁
代
以
前
の
も
の
は
今
に
伝
わ
ら
ず
、
現
存

す
る
作
品
は
す
べ
て
梁
・
陳
の
詩
人
た
ち
の
手
に
な
る
も
の
で
あ

る
。
『
徐
陵
集
校
箋
』
（
許
逸
民
校
箋

中
華
書
局

二
〇
〇
八
）

は
徐
陵
「
隴
頭
水
」
の
【
題
解
】
で
「
按
、
『
太
平
御
覧
』
『
楽
府

詩
集
』
載
『
隴
頭
水
』
多
篇
、
作
者
有
梁
元
帝
・
劉
孝
威
・
顧
野

王
・
陳
後
主
・
張
正
見
・
江
総
等
、
似
属
君
臣
唱
和
之
作
。
其
中

多
数
為
梁
臣
、
徐
陵
此
篇
亦
当
作
於
梁
。
（
按
ず
る
に
、
『
太
平
御

覧
』『
楽
府
詩
集
』
は
『
隴
頭
水
』
の
多
く
の
篇
を
載
録
し
、
作
者

に
は
梁
元
帝
・
劉
孝
威
・
顧
野
王
・
陳
後
主
・
張
正
見
・
江
総
な

ど
が
お
り
、
ど
う
や
ら
君
臣
唱
和
の
作
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
ら

の
内
の
多
く
が
梁
の
臣
下
で
あ
る
か
ら
、
徐
陵
の
こ
の
作
も
梁
代

に
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
）
」
と
述
べ
る
。
彼
ら
の
「
隴
頭
水
」

は
下
の
【
語
釈
】
に
引
い
た
「
三
秦
記
」
に
載
せ
る
記
事
や
『
史

記
』『
漢
書
』
な
ど
の
史
書
か
ら
得
ら
れ
た
文
献
的
知
識
に
基
づ
き
、

所
謂
「
西
域
」
の
表
玄
関
で
あ
る
隴
山
に
立
つ
旅
人
た
ち
の
別
離

の
悲
哀
を
描
き
出
す
。
同
じ
素
材
で
同
じ
主
題
を
詠
う
の
で
、
千

篇
一
律
の
感
を
拭
え
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、「
君
臣
唱
和
」

の
作
だ
っ
た
可
能
性
も
確
か
に
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
君
臣

唱
和
」
と
い
う
場
で
作
ら
れ
た
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
人
た

ち
が
場
を
楽
し
む
た
め
に
凝
ら
し
た
表
現
上
の
工
夫
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

底
本
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
楽
府

詩
集
』（
中
華
書
局

一
九
七
九
）
で
あ
る
。

梁
・
元
帝
蕭
繹
「
隴
頭
水
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
銜
悲
別
隴
頭

悲
し
み
を
銜
み
て

隴
頭
に
別
れ

２
関
路
漫
悠
悠

関
路

漫
と
し
て
悠
悠
た
り
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３
故
郷
迷
遠
近

故
郷

遠
近
に
迷
ひ

４
征
人
分
去
留

征
人

去
留
を
分
か
た
る

５
沙
飛
暁
成
幕

沙

飛
び
て

暁
に
幕
を
成
し

す
な

６
海
気
旦
如
楼

海
気

旦

に
楼
の
如
し

あ
し
た

７
欲
識
秦
川
処

秦
川
を
識
ら
ん
と
欲
す
る
の
処と

き

８
隴
水
向
東
流

隴
水

東
に
向
か
ひ
て
流
る

【
日
本
語
訳
】

１
悲
し
み
を
胸
に
抱
き
つ
つ
隴
山
で
別
れ
別
れ
に
な
っ
た

２
関
所
へ
の
道
は
遥
か
に
遠
く
果
て
し
な
い

３
故
郷
が
遠
い
の
か
近
い
の
か
さ
え
判
断
で
き
な
く
な
り

４
出
征
兵
士
た
ち
は
こ
こ
に
留
ま
る
者
と
更
に
先
に
進
む
者
と
に

分
け
ら
れ
る

５
（
こ
の
先
で
は
）
夜
明
け
に
は
砂
が
風
に
舞
い
上
が
っ
て
テ
ン

ト
の
よ
う
に
な
り

６
明
け
方
に
は
砂
漠
の
上
に
漂
う
気
が
楼
閣
の
よ
う
に
見
え
る

７
長
安
と
の
間
に
横
た
わ
る
秦
川
の
平
原
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
見

分
け
よ
う
と
す
る
と

８
隴
水
が
長
安
の
あ
る
東
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
く
で
は
な
い
か
。

【
校
勘
】

○
『
芸
文
類
聚
』
巻
四
十
二
・
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
八
・
『
古

詩
紀
』
巻
八
十

０
「
隴
頭
水
」
、『
類
聚
』
作
「
隴
頭
水
歌
」
。

５
「
暁
」
、『
英
華
』
作
「
晩
」
。

６
「
旦
」
、『
英
華
』
作
「
夜
」
、
注
云
「
一
作
『
旦
』
」。

【
押
韻
】

「
頭
」「
楼
」、
下
平
十
九
侯
韻
。「
悠
」
、
下
平
二
十
幽
韻
。「
留
」

「
流
」、
下
平
十
八
尤
韻
。
尤
・
侯
・
幽
同
用
。

【
作
者
】
五
〇
八
～
五
五
四
。
梁
の
第
三
代
皇
帝
（
在
位
五
五
二

～
五
五
四
）
。
武
帝
（
蕭
衍
）
の
第
七
子
、
昭
明
太
子
蕭
統
、
簡
文

帝
蕭
綱
の
異
母
弟
。
湘
東
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
江
陵
に
鎮
し
て
重
き

を
な
し
、
簡
文
帝
を
擁
す
る
侯
景
に
対
抗
し
た
。
外
か
ら
は
西
魏

の
侵
攻
を
受
け
、
王
室
内
部
の
抗
争
も
あ
っ
て
、
在
位
二
年
あ
ま

り
で
没
し
た
。『
金
楼
子
』
六
巻
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
著
作
が

あ
る
知
識
人
で
あ
り
、
詩
作
も
よ
く
し
た
。

【
語
釈
】

１
銜
悲
別
隴
頭

２
関
路
漫
悠
悠

［
銜
悲
］
悲
し
み
を
心
に
抱
い
て
涙
を
し
の
ぶ
。
梁
・
蕭
子
顯
「
春

別
詩
四
首
」
（
『
玉
台
』
巻
九
）
其
四
に
「
銜
悲
攬
涕
別
心
知
、

桃
花
李
色
任
風
吹
（
悲
し
み
を
銜
み
て

涕

を
攬
り

別
心

な
み
だ

と

知
り
、
桃
花

李
色

風
の
吹
く
に
任
す
）
」
。
次
の
「
隴
頭
」

ま
か

の
語
釈
に
引
い
た
「
三
秦
記
」
に
見
え
る
俗
歌
に
「
幽
咽
」
の

語
が
見
え
る
よ
う
に
、
隴
頭
で
の
別
れ
に
は
忍
び
泣
き
の
イ
メ

ー
ジ
を
伴
う
。

［
隴
頭
］
陝
西
省
と
甘
粛
省
と
の
間
に
あ
る
山
の
名
。
隴
坻
、
隴

山
と
も
。
唐
・
杜
佑
『
通
典
』
巻
一
百
七
十
四
に
「
天
水
郡
…
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…
有
大
坂
、
名
曰
隴
坻
、
亦
曰
隴
山
。（
天
水
郡
…
…
大
坂
有
り
、

名
づ
け
て
隴
坻
と
曰
ひ
、
亦
た
隴
山
と
曰
ふ
。
）
」
。
ま
た
、
『
太

平
御
覧
』
巻
五
十
六
に
引
く
「
三
秦
記
」
に
「
其
坂
九
廻
、
不

知
高
幾
里
。
欲
上
者
七
日
乃
越
。
高
処
可
容
百
余
家
、
下
処
数

十
万
戸
。
上
有
清
水
四
注
。
俗
歌
曰
、『
隴
頭
流
水
、
鳴
声
幽
咽
。

遥
望
秦
川
、
心
肝
断
絶
』。
去
長
安
千
里
、
望
秦
川
如
帯
。
又
関

中
人
上
隴
者
、
還
望
故
郷
悲
思
、
而
歌
則
有
絶
死
者
。（
其
の
坂

九
廻
し
、
高
き
こ
と
幾
里
な
る
か
を
知
ら
ず
。
上
ら
ん
と
欲

す
る
者

七
日
に
し
て
乃
ち
越
ゆ
。
高
き
処
は
百
余
家
を
容
る

べ
く
、
下
き
処
は
数
十
万
戸
。
上
に
清
水
の
四
も
に
注
ぐ
有
り
。

ひ
く

俗
歌
に
曰
く
、『
隴
頭
流
水
、
鳴
声

幽
咽
す
。
遥
か
に
秦
川
を

望
め
ば
、
心
肝

断
絶
す
』
と
。
長
安
を
去
る
こ
と
千
里
、
秦

川
を
望
め
ば
帯
の
如
し
。
又
た
関
中
の
人

隴
に
上
れ
ば
、
故

郷
を
還
望
し
て
悲
思
し
、
而
も
歌
へ
ば
則
ち
絶
死
す
る
者
有

り
。
）
」。

［
関
路
］
関
所
へ
と
続
く
道
。
し
ば
し
ば
険
し
い
山
道
。
梁
・
沈

約
「
斉
故
安
陸
昭
王
碑
文
」
（
『
文
選
』
巻
五
十
九
）
に
「
西
接

嶢
武
、
関
路
曾
不
盈
千
。（
西
の
か
た
嶢
武
に
接
し
て
、
関
路

げ
う

ぶ

曾
ち
千
に
盈
た
ず
。
）」
と
。

み

［
漫
悠
悠
］
路
が
果
て
し
な
く
続
く
様
。
「
古
詩
十
九
首
」
（
『
文

選
』
巻
二
十
九
）
其
六
に
「
還
顧
望
旧
郷
、
長
路
漫
浩
浩
（
還
顧

せ
ん

こ

し
て
旧
郷
を
望
め
ば
、
長
路

漫
と
し
て
浩
浩
た
り
）
」
。
ま
た

其
十
一
に
「
迴
車
駕
言
邁
、
悠
悠
渉
長
道
（
車
を
迴
ら
し
て
駕

め
ぐ

し
て
言
に
邁
き
、
悠
悠
と
し
て
長
道
を
渉
る
）
」。

こ
こ

ゆ

わ
た

３
故
郷
迷
遠
近

４
征
人
分
去
留

［
迷
遠
近
］
遠
い
の
か
近
い
の
か
さ
え
判
断
で
き
な
く
な
る
。
晋
・

陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
に
「
晋
太
元
中
、
武
陵
人
捕
魚
為
業
。

縁
溪
行
、
忘
路
之
遠
近
。（
晋
の
太
元
中
、
武
陵
の
人

魚
を
捕

ふ
る
を
業
と
為
す
。
溪
に
縁
り
て
行
き
、
路
の
遠
近
を
忘
る
。
）
」
。

［
征
人
］
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
旅
人
。
ま
た
出
征
兵
士
。
宋
・
鮑

照
「
擬
古
詩
」
八
首
其
七
（
『
玉
台
』
巻
四
）
に
「
去
歳
征
人
還
、

流
伝
旧
相
識
。
聞
君
上
隴
時
、
東
望
久
歎
息
（
去
歳

征
人

還
り
、
流
伝
す

旧
相
識
。
聞
く

君

隴
に
上
り
し
時
、
東

望
し
て

久
し
く
歎
息
す
、
と
）
」。

［
去
留
］
立
ち
去
る
者
と
留
ま
る
者
。
魏
・
曹
植
「
桂
之
樹
行
」

に
「
乗
蹻
万
里
之
外
、
去
留
随
意
所
欲
存
（

蹻

に
乗
る

万
里

き
ゃ
く

の
外
、
去
留

意
の
存
せ
ん
と
欲
す
る
所
に
随
ふ
）
」
と
。
右
に

引
い
た
「
三
秦
記
」
に
「
上
有
清
水
四
注
。
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、

隴
山
が
分
水
嶺
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。

５
沙
飛
暁
成
幕

６
海
気
旦
如
楼

［
沙
飛
暁
成
幕
］
砂
が
風
に
吹
き
上
げ
ら
れ
て
幕
の
よ
う
に
な
る
。

『
漢
書
』
蘇
武
伝
に
見
え
る
李
陵
の
「
歌
」
に
「
径
万
里
兮
度

沙
幕
、
為
君
将
兮
奮
匈
奴
（
万
里
を
径
り
て

沙
幕
を
度
り
、

わ
た

さ

ば
く

君
が
将
と
為
り
て

匈
奴
に
奮
ふ
」
と
あ
る
。
『
説
文
解
字
』
十

一
篇
上
一
・
水
部
に
「
漠
、
北
方
流
沙
也
。（
漠
、
北
方
の
流
沙

な
り
。
」
と
あ
り
、
段
玉
裁
は
「
『
漢
書
』
亦
仮
幕
為
漠
。
（
『
漢

書
』
も
亦
た
幕
を
仮
り
て
漠
と
為
す
。
）
」
と
注
す
。
梁
・
簡
文

帝
蕭
綱
「
隴
西
行
」
三
首
其
三
に
「
沙
飛
朝
似
幕
、
雲
起
夜
疑
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城
（
沙

飛
び
て

朝
に
幕
に
似
、
雲

起
ち
て

夜
に
城
か

と
疑
ふ
）
」
と
あ
り
、
北
周
・
王
褒
「
送
別
裴
儀
同
詩
」
に
も
「
沙

飛
似
軍
幕
、
蓬
巻
若
車
輪
（
沙

飛
び
て

軍
幕
に
似
、
蓬

巻
き
て

車
輪
の
若
し
）」
と
よ
く
似
た
句
が
見
ら
れ
る
。
幕
は

漠
に
通
じ
て
北
方
の
砂
漠
を
言
う
が
、
こ
こ
は
天
幕
・
幔
幕
の

意
で
用
い
、「
楼
」
と
対
に
す
る
。

［
海
気
旦
如
楼
］
海
の
よ
う
に
果
て
し
な
く
広
が
る
砂
漠
に
漂
う

気
が
楼
台
の
よ
う
に
見
え
る
。
蜃
気
楼
を
い
う
。『
史
記
』
天
官

書
に
「
海
旁
蜄
気
象
楼
台
、
広
野
気
成
宮
闕
然
。
雲
気
各
像
其

山
川
、
人
民
所
聚
積
。
（
海
旁
の
蜄
気

楼
台
に

象

り
、
広
野

か
た
ど

の
気

宮
闕
然
た
る
を
成
す
。
雲
気

各
お
の
其
の
山
川
、
人

民
の
聚
積
す
る
所
に
象
る
。
）」
と
。

７
欲
識
秦
川
処

８
隴
水
向
東
流

［
欲
識
］
～
を
見
分
け
よ
う
と
す
る
。
識
は
わ
か
る
、
見
覚
え
が

あ
る
。
見
分
け
る
。
斉
・
張
融
「
別
詩
」
「
欲
識
離
人
悲
、
孤
台

見
明
月
（
識
ら
ん
と
欲
す

離
人

悲
し
み
て
、
孤
台
に
明
月

を
見
る
を
）
」。

［
秦
川
］
陝
西
省
か
ら
甘
粛
省
に
か
け
て
の
秦
嶺
以
北
の
平
原
。

隴
山
と
長
安
と
の
間
に
横
た
わ
る
。「
隴
頭
」
語
釈
参
照
。

［
隴
水
］
隴
山
か
ら
東
南
に
流
れ
、
長
安
に
至
る
渭
水
に
合
流
す

る
。

梁
・
劉
孝
威
「
隴
頭
水
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
従
軍
戍
隴
頭

従
軍
し
て
隴
頭
に
戍
れ
ば

ま
も

２
隴
水
帯
沙
流

隴
水

沙
を
帯
び
て
流
る

３
時
観
胡
騎
飲

時
に
胡
騎
の

飲

ふ
を
観
れ
ば

み
づ
か

４
常
為
漢
国
羞

常
に
漢
国
の
為
に
羞
づ

は

５
釁
妻
成
両
剣

妻
を
釁
り
て

両
剣
を
成
し

ち
ぬ

６
殺
子
祀
双
鉤

子
を
殺
し
て

双
鉤
を
祀
る

ま
つ

７
頓
取
楼
蘭
頸

頓

に
楼
蘭
の
頸
を
取
り

に
は
か

く
び

８
就
解
郅
支
裘

就
ち
郅
支
の
裘
を
解
か
ん

し
つ

し

９
勿
令
如
李
広

李
広
の
如
く

功
遂
不
封
侯

功

遂
げ
て

侯
に
封
ぜ
ら
れ
ざ
ら
し
む
る

10

勿
か
れ

【
日
本
語
訳
】

１
兵
士
と
な
っ
て
隴
山
で
国
境
守
備
の
任
に
就
い
て
み
る
と

２
隴
水
が
砂
に
取
り
囲
ま
れ
て
流
れ
て
い
く

３
折
々
に
遊
牧
民
族
が
馬
を
休
ま
せ
て
い
る
の
を
目
撃
す
る
と

４
い
つ
も
お
国
の
た
め
に
面
映
ゆ
く
思
わ
れ
る

５
妻
を
犠
牲
に
し
て
二
振
り
の
剣
を
作
り
上
げ

６
子
を
殺
し
て
二
本
の
エ
ダ
ボ
コ
を
神
に
ま
つ
っ
た
の
だ

７
傅
介
子
は
あ
っ
と
い
う
間
に
楼
蘭
の
王
の
首
を
取
っ
て
義
陽
侯

に
封
じ
ら
れ

８
甘
延
寿
や
陳
湯
も
即
座
に
郅
支
単
于
の
皮
衣
を
切
り
裂
い
て
諸

侯
と
な
っ
た

９
ど
う
か
李
広
の
よ
う
に
り
っ
ぱ
な
功
業
を
成
し
遂
げ
て
も

諸
侯
に
封
じ
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

10
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【
校
勘
】

○
『
芸
文
類
聚
』
巻
四
十
二
・
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
八
・
『
古

詩
紀
』
巻
九
十
八
・
宋
・
呉
棫
『
韻
補
』
巻
二
引
「
裘
」「
售
」

二
韵
。

０
「
隴
頭
水
」
、
『
類
聚
』
作
「
横
吹
曲
隴
頭
流
水
詩
」
。
『
韻
補
』

作
「
楽
府
隴
頭
水
」。

６
「
祀
」
、『
類
聚
』
作
「
祠
」
。

７
「
頓
取
楼
蘭
頸
」
、
『
英
華
』
作
「
将
頓
楼
蘭
膝
」
、
注
云
「
一

作
『
頓
取
楼
蘭
頸
』
」
。「
頓
取
」
、
『
韻
補
』
作
「
将
頓
」。

９
「
李
広
」
、
『
英
華
』
『
韻
補
』
並
作
「
李
牧
」
。
『
英
華
』
、
注
云

「
一
作
『
李
広
』
」。
底
本
、
注
云
「
一
作
『
李
牧
』
」。

「
功
遂
不
封
侯
」
、
『
英
華
』
作
「
功
名
遂
不
酬
」
、
注
云
「
一

10
作
『
功
遂
不
封
侯
』
」
。『
詩
記
』
作
「
功
多
遂
不
酬
」
、
注
云
「
一

作
『
功
遂
不
封
侯
』
」
。『
韻
補
』
作
「
功
多
信
不
售
」。

【
押
韻
】

「
頭
」
「
鉤
」
「
侯
」
、
下
平
十
九
侯
韻
。
「
流
」
「
羞
」
「
裘
」
、
下

平
十
八
尤
韻
。
尤
・
侯
・
幽
同
用
。

【
作
者
】
四
九
六
？
～
五
四
九
。
彭
城
（
江
蘇
省
）
の
人
。
劉
絵

の
子
、
劉
孝
綽
の
六
弟
。
普
通
四
（
五
二
三
）
年
、
晋
安
王
蕭
綱

が
雍
州
刺
史
と
な
る
と
法
曹
に
任
じ
ら
れ
、
つ
い
で
主
簿
と
な
り
、

庾
肩
吾
・
徐
摛
・
兄
の
劉
孝
儀
等
と
蕭
綱
の
「
高
斎
学
士
」
と
な

っ
た
。
蕭
綱
が
皇
太
子
に
な
る
と
太
子
洗
馬
と
な
り
、
中
舎
人
な

ど
を
歴
任
し
た
。
侯
景
の
乱
の
際
に
は
柳
仲
礼
が
侯
景
の
命
を
奉

じ
て
長
江
を
上
る
の
に
随
い
、
太
清
二
（
五
四
九
）
年
、
安
陸
（
湖

北
省
）
で
俄
か
に
病
を
得
て
卒
し
た
。
そ
の
詩
は
清
麗
と
称
せ
ら

れ
、
侍
宴
、
奉
和
の
作
が
多
い
。

【
語
釈
】

１
従
軍
戍
隴
頭

２
隴
水
帯
沙
流

［
従
軍
］
軍
隊
に
身
を
投
じ
る
。
後
漢
・
王
粲
「
従
軍
詩
」
五
首

（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）
其
一
に
「
従
軍
有
苦
楽
、
但
問
所
従
誰

（
軍
に
従
へ
ば

苦
楽
有
り
、但
だ
問
ふ

従
ふ
所
は
誰
ぞ
と
）
」
。

［
帯
沙
流
］
沙
漠
の
間
を
流
れ
て
い
く
。
帯
は
取
り
囲
む
の
意
。

３
時
観
胡
騎
飲

４
常
為
漢
国
羞

［
胡
騎
］
遊
牧
民
族
の
騎
兵
。
『
史
記
』
韓
王
信
伝
に
「
（
漢
）
十

一
年
春
、
故
韓
王
信
復
与
胡
騎
入
居
参
合
、
距
漢
。（
十
一
年
春
、

故
の
韓
王
信

復
た
胡
騎
と
入
り
て
参
合
に
居
り
、
漢
を
距

も
と

ふ
せ

ぐ
。
）」
と
。

［
飲
］
去
声
。
馬
に
水
を
飲
ま
せ
る
。

［
漢
国
］
漢
王
朝
。
ま
た
漢
民
族
の
王
朝
。

５
釁
妻
成
両
剣

６
殺
子
祀
双
鉤

［
釁
妻
］
妻
を
犠
牲
に
す
る
。
釁
は
犠
牲
を
殺
し
て
そ
の
血
を
塗

っ
て
祭
る
。

［
成
両
剣
］
干
将
・
莫
耶
の
二
振
り
の
名
剣
を
完
成
さ
せ
る
。『
呉

越
春
秋
』
闔
閭
内
伝
に
「
〈
闔
閭
〉
請
干
将
鋳
作
名
剣
二
枚
。
干

か
ふ
り
ょ
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将
者
、
呉
人
也
。
与
欧
冶
子
同
師
、
倶
能
為
剣
。
越
前
来
献
三

枚
、
闔
閭
得
而
宝
之
。
以
故
使
剣
匠
作
為
二
枚
、
一
曰
干
将
、

二
曰
莫
耶
。
莫
耶
干
将
之
妻
也
。
干
将
作
剣
、
采
五
山
之
鉄
精
、

六
合
之
金
英
、
候
天
伺
地
、
陰
陽
同
光
、
百
神
臨
観
、
天
気
下

降
、
而
金
鉄
之
精
、
不
銷
淪
流
。
於
是
干
将
不
知
其
由
。
莫
耶

曰
、『
子
以
善
為
剣
聞
於
王
、
使
子
作
剣
、
三
月
不
成
、
其
有
意

乎
』
。
干
将
曰
、『
吾
不
知
其
理
也
』
。
莫
耶
曰
、『
夫
神
物
之
化
、

須
人
而
成
。
今
夫
子
作
剣
、
得
無
得
其
人
而
後
成
乎
』
。
干
将
曰
、

『
昔
吾
師
作
冶
金
鉄
之
類
不
銷
、
夫
妻
倶
入
冶
炉
中
、
然
後
成

物
。
至
今
後
世
即
山
作
冶
、
麻
絰
葌
服
、
然
後
敢
鋳
金
於
山
。

今
吾
作
剣
不
変
化
者
、
其
若
斯
耶
』
。
莫
耶
曰
、
『
師
知
爍
身
以

成
物
、
吾
何
難
哉
』。
於
是
干
将
妻
乃
断
髪
剪
爪
投
於
炉
中
、
使

童
女
童
男
三
百
人
鼓
槖
装
炭
、
金
鉄
乃
濡
、
遂
以
成
剣
。
陽
曰

干
将
、
陰
曰
莫
耶
。
陽
作
亀
文
、
陰
作
漫
理
。
干
将
匿
其
陽
、

出
其
陰
而
献
之
。
闔
閭
甚
重
。
（
〈
闔
閭
〉

干
将
に
鋳
て
名
剣

二
枚
を
作
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
。
干
将
は
、
呉
人
な
り
。
欧
冶
子

と
師
を
同
じ
く
し
、
倶
に
能
く
剣
を
為
る
。
越

前
に
来
た
り

つ
く

さ
き

て
三
枚
を
献
じ
、
闔
閭

得
て
之
れ
を
宝
と
す
。
故
を
以
て
剣

ゆ
ゑ

匠
を
し
て
二
枚
を
作
為
せ
し
め
、
一
を
干
将
と
曰
ひ
、
二
を
莫

耶
と
曰
ふ
。
莫
耶
は
干
将
の
妻
な
り
。
干
将

剣
を
作
る
に
、

五
山
の
鉄
精
、
六
合
の
金
英
を
采
り
、
天
を

候

ひ
地
を
伺
ひ
、

と

う
か
が

陰
陽

光
を
同
じ
く
し
、
百
神

臨
観
し
、
天
気

下
降
す
る

も
、
金
鉄
の
精
、
銷
け
ず
し
て
淪
流
す
。
是
に
於
い
て
干
将

と

其
の
由
を
知
ら
ず
。
莫
耶

曰
く
、『
子

善
く
剣
を
為
る
を
以

よ
し

て
王
に
聞
こ
え
、
子
を
し
て
剣
を
作
ら
し
む
も
、
三
月
に
し
て

成
ら
ず
、
其
れ
意
有
る
か
』
と
。
干
将

曰
く
、『
吾

其
の
理

を
知
ら
ざ
る
な
り
』
と
。
莫
耶

曰
く
、
『
夫
れ
神
物
の
化
は
、

人
を
須
ち
て
成
る
。
今

夫
子

剣
を
作
る
に
、
其
の
人
を
得

ま

る
無
き
を
得
て

而
る
後
に
成
ら
ん
』
と
。
干
将

曰
く
、『
昔

吾
が
師

作
る
に
金
鉄
の
類
を
冶
て
銷
け
ざ
れ
ば
、
夫
妻

い

倶
に
冶
炉
の
中
に
入
り
、
然
る
後
に
物
を
成
す
。
今
に
至
り
て

後
世

山
に
即
き
て
作
冶
し
、
麻
絰

葌
服
し
、
然
る
後
に
敢

ま

て
つ

か
ん
ぷ
く

て
金
を
山
に
鋳
る
。
今

吾

剣
を
作
り
て
変
化
せ
ざ
る
は
、

其
れ
斯
く
の
若
き
か
』
と
。
莫
耶

曰
く
、『
師
は
身
を
爍
か
し

か

ご
と

と

て
以
て
物
を
成
す
を
知
る
、
吾

何
ぞ
難
か
ら
ん
や
』
と
。
是

に
於
い
て
干
将
の
妻

乃
ち
髪
を
断
ち
爪
を
剪
り
て
炉
中
に
投

じ
、
童
女
童
男
三
百
人
を
し
て
槖
を
鼓
し
炭
を
装
せ
し
む
れ
ば
、

た
く

金
鉄

乃
ち

濡

ひ
、
遂
に
以
て
剣
を
成
す
。
陽
を
干
将
と
曰
ひ
、

う
る
ほ

陰
を
莫
耶
と
曰
ふ
。
陽
は
亀
文
を
作
し
、
陰
は
漫
理
を
作
す
。

な

干
将

其
の
陽
を
匿
し
、
其
の
陰
を
出
だ
し
て
之
れ
を
献
ず
。

か
く

闔
閭

甚
だ
重
ん
ず
。
）
」
と
見
え
る
故
事
に
拠
る
。

［
祀
双
鉤
］
二
振
り
の
か
ぎ
ほ
こ
を
完
成
さ
せ
て
神
に
ま
つ
る
。

鉤
は
武
器
の
一
種
、
剣
に
似
て
少
し
曲
が
っ
て
い
る
。『
呉
越
春

秋
』
闔
閭
内
伝
に
「
闔
閭
既
宝
莫
耶
、
復
命
於
国
中
作
金
鉤
、

令
曰
、
『
能
為
善
鉤
者
、
賞
之
百
金
』
。
呉
作
鉤
者
甚
衆
、
而
有

之
貪
王
之
重
賞
也
。
殺
其
二
子
以
血
釁
金
、
遂
成
二
鉤
。
献
於

闔
閭
、
詣
宮
門
而
求
賞
。
王
曰
、
『
為
鉤
者
衆
、
而
子
独
求
賞
。

何
以
異
於
衆
夫
子
之
鉤
乎
』
。
作
鉤
者
曰
、
『
吾
之
作
鉤
也
、
貪

而
殺
二
子
釁
成
二
鉤
』
。
王
乃
挙
衆
鉤
以
示
之
、『
何
者
是
也
』。

王
鉤
甚
多
、
形
体
相
類
、
不
知
其
所
在
。
於
是
鉤
師
向
鉤
而
呼
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二
子
之
名
、『
呉
鴻
・
扈
稽
、
我
在
於
此
、
王
不
知
汝
之
神
也
』
。

声
絶
於
口
、
両
鉤
倶
飛
、
著
父
之
胸
。
呉
王
大
驚
曰
、『
嗟
乎
、

寡
人
誠
負
於
子
』
。
乃
賞
百
金
、
遂
服
而
不
離
身
。
（
闔
閭

既

に
莫
耶
を
宝
と
し
、
復
た
国
中
に
命
じ
て
金
鉤
を
作
ら
し
め
、

令
し
て
曰
く
、『
能
く
善
鉤
を
為
る
者
、
之
れ
に
百
金
を
賞
せ
ん
』

と
。
呉

鉤
を
作
る
者

甚
だ
衆
く
、
而
も
之
れ
が
王
の
重
賞

お
ほ

を
貪
る
有
る
な
り
。
其
の
二
子
を
殺
し
血
を
以
て
金
に
釁
り
、

ぬ

遂
に
二
鉤
を
成
す
。
闔
閭
に
献
じ
、
宮
門
に
詣
り
て
賞
を
求
む
。

い
た

王

曰
く
、『
鉤
を
為
る
者
は
衆
き
も
、
子

独
り
賞
を
求
む
。

何
を
以
て
衆
く
の
夫
子
の
鉤
と
異
な
る
か
』
と
。
鉤
を
作
る
者

曰
く
、
『
吾
の
鉤
を
作
る
や
、
貪
り
て
二
子
を
殺
し
釁
り
て
二

鉤
を
成
す
』
と
。
王

乃
ち
衆
鉤
を
挙
げ
て
以
て
之
れ
を
示
し
、

『
何
れ
の
者
か
是
れ
な
る
』
と
。
王
の
鉤

甚
だ
多
く
、
形
体

相
ひ
類
て
、
其
の
在
る
所
を
知
ら
ず
。
是
に
於
ひ
て
鉤
師

に

鉤
に
向
か
ひ
て
二
子
の
名
を
呼
び
て
、『
呉
鴻
・
扈
稽
、
我

此

こ

け
い

に
在
り
、
王

汝
の
神
を
知
ら
ざ
る
な
り
』
と
。
声

口
に
絶

ゆ
る
や
、
両
鉤

倶
に
飛
び
、
父
の
胸
に
著
く
。
呉
王

大
い

つ

に
驚
き
て
曰
く
、『
嗟
乎
、
寡
人

誠
に
子
に
負
け
り
』
と
。
乃

あ

あ

そ
む

ち
百
金
を
賞
し
、
遂
に
服
し
て
身
よ
り
離
さ
ず
。
）
」
と
あ
る
故

事
に
拠
る
。
釁
、
も
と
舋
に
作
り
、
注
に
「
舋
通
釁
。
」
と
あ
る
。

７
頓
取
楼
蘭
頸

８
就
解
郅
支
裘

［
取
楼
蘭
頸
］
楼
蘭
王
の
首
を
取
る
。
前
漢
・
傅
介
子
が
楼
蘭
に

乗
り
込
み
そ
の
王
を
殺
し
て
漢
の
威
を
示
し
、
後
に
義
陽
侯
に

封
じ
ら
れ
た
と
い
う
故
事
。
『
漢
書
』
傅
介
子
伝
に
「
介
子
謂
大

将
軍
霍
光
曰
、『
楼
蘭
・
亀
茲
数
反
復
而
不
誅
、
無
所
懲
艾
。
介

子
過
亀
茲
時
、
其
王
近
就
人
、
易
得
也
。
願
往
刺
之
、
以
威
示

諸
国
』
。
大
将
軍
曰
、
『
亀
茲
道
遠
、
且
験
之
于
楼
蘭
』
。
於
是

白
遣
之
。
介
子
与
士
卒
倶
齎
金
幣
、
揚
言
以
賜
外
国
為
名
。
至

楼
蘭
、
楼
蘭
王
意
不
親
介
子
、
介
子
陽
引
去
、
至
其
西
界
、
使

訳
謂
曰
、
『
漢
使
者
持
黄
金
・
錦
繍
行
賜
諸
国
、
王
不
来
受
、
我

去
之
西
国
矣
』。
即
出
金
幣
以
示
訳
。
訳
還
報
王
、
王
貪
漢
物
、

来
見
使
者
。
介
子
与
坐
飲
、
陳
物
示
之
。
飲
酒
皆
酔
、
介
子
謂

王
曰
、
『
天
子
使
我
私
報
王
』
。
王
起
随
介
子
入
帳
中
、
屏
語
、

壮
士
二
人
従
後
刺
之
、
刃
交
胸
、
立
死
。
…
。
遂
持
王
首
還
詣

闕
、
公
卿
将
軍
議
者
咸
嘉
其
功
。
上
乃
下
詔
曰
、『
…
。
其
封
介

子
為
義
陽
侯
、
食
邑
七
百
戸
』
。
（
介
子

大
将
軍
霍
光
に
謂
ひ

て
曰
く
、
『
楼
蘭
・
亀
茲

数
し
ば
反
復
す
る
も
誅
せ
ら
れ
ず
、

き
う

じ

懲

艾
す
る
所
無
し
。
介
子

亀
茲
に
過
り
し
時
、
其
の
王

人

ち
ょ
う
が
い

よ
ぎ

を
近
就
せ
し
む
れ
ば
、
得
易
き
な
り
。
願
は
く
は
往
き
て
之
れ

や
す

を
刺
し
、
威
を
以
て
諸
国
に
示
さ
ん
こ
と
を
』
と
。
大
将
軍

曰
く
、
『
亀
茲
は

道

遠
け
れ
ば
、

且

く
之
れ
を
楼
蘭
に
験

し
ば
ら

た
め

せ
』
と
。
是
に
於
い
て
白
し
て
之
れ
を
遣
は
す
。
介
子

士
卒

ま
う

と
倶
に
金
幣
を

齎

し
、
揚
言
し
て
外
国
に
賜
ふ
を
以
て
名
と
為

も
た
ら

す
。
楼
蘭
に
至
り
、
楼
蘭
の
王

介
子
に
親
し
ま
ざ
ら
ん
と
意お

も

へ
ば
、
介
子

陽

り
て
引
き
去
り
、
其
の
西
界
に
至
り
、
使
訳

い
つ
は

し

や
く

謂
ひ
て
曰
く
、『
漢
の
使
者

黄
金
・
錦
繍
を
持
し
て
行
ゆ
く

ゆ
く

諸
国
に
賜
は
ん
と
し
、
王

来
た
り
て
受
け
ざ
れ
ば
、
我

去

り
て
西
国
に
之
か
ん
』
と
。
即
ち
金
幣
を
出
だ
し
て
以
て
訳
に

ゆ

示
す
。
訳

還
り
て
王
に
報
じ
、
王

漢
物
を
貪
れ
ば
、
来
た
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り
て
使
者
に
見
ゆ
。
介
子

与
に
坐
し
て
飲
み
、
物
を
陳
べ
て

ま
み

の

之
れ
を
示
す
。
酒
を
飲
み
て
皆
な
酔
ひ
、
介
子

王
に
謂
ひ
て

曰
く
、『
天
子

我
を
し
て
私
か
に
王
に
報
ぜ
し
む
』
と
。
王

ひ
そ

起
ち
て
介
子
に
随
ひ
帳
中
に
入
り
、
屏
語
し
、
壮
士
二
人

後

よ
り
之
れ
を
刺
し
、
刃

胸
に
交
は
り
て
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
死

す
。
遂
に
王
の
首
を
持
し
還
り
て
闕
に
詣
り
、
公
卿
将
軍
の
議

す
る
者

咸
な
其
の
功
を
嘉
す
。
上

乃
ち
詔
を
下
し
て
曰
く
、

よ
み

『
…
。
其
れ
介
子
を
封
じ
て
義
陽
侯
と
為
し
、
食
邑

七
百
戸
』

と
。
）
」。
楼
蘭
は
紀
元
前
二
世
紀
頃
か
ら
繁
栄
し
た
商
業
都
市
。

タ
リ
ム
盆
地
東
端
、
ロ
ブ
ノ
ー
ル
湖
の
北
に
位
置
し
た
。
四
世

紀
、
ロ
ブ
ノ
ー
ル
湖
の
移
動
に
よ
っ
て
衰
え
た
。
双
声
。

［
解
郅
支
裘
］
郅
支
単
于
が
着
て
い
る
皮
衣
を
切
り
裂
く
。
前
漢

の
甘
延
寿
、
陳
湯
が
郅
支
単
于
を
滅
ぼ
し
、
後
に
そ
れ
ぞ
れ
義

成
侯
、
関
内
侯
に
封
じ
ら
れ
た
故
事
。『
漢
書
』
西
域
伝
上
に
「
宣

帝
時
、
匈
奴
乖
乱
、
五
単
于
並
争
、
漢
擁
立
呼
韓
邪
単
于
、
而

郅
支
単
于
怨
望
、
殺
漢
使
者
、
西
阻
康
居
。
其
後
都
護
甘
延
寿
・

副
校
尉
陳
湯
発
戊
己
校
尉
西
域
諸
国
兵
至
康
居
、
誅
滅
郅
支
単

于
。（
宣
帝
の
時
、
匈
奴

乖
乱
し
、
五
単
于

並
び
に
争
ひ
、

漢

呼
韓
邪
単
于
を
擁
立
す
る
も
、
郅
支
単
于

怨
望
し
て
、

漢
の
使
者
を
殺
し
、
西
の
か
た
康
居
に
阻
む
。
其
の
後

都
護

甘
延
寿
・
副
校
尉
陳
湯

戊
己
校
尉
の
西
域
諸
国
の
兵
を
発
し

て
康
居
に
至
り
、
郅
支
単
于
を
誅
滅
す
。
）
」
と
あ
り
、
同
じ
く

『
漢
書
』
陳
湯
伝
に
「
〈
元
帝
〉
乃
封
〈
甘
〉
延
寿
為
義
成
侯
。

賜
〈
陳
〉
湯
爵
関
内
侯
、
食
邑
各
三
百
戸
、
加
賜
黄
金
百
斤
。

（
〈
元
帝
〉
乃
ち
〈
甘
〉
延
寿
を
封
じ
て
義
成
侯
と
為
し
。〈
陳
〉

湯
に
爵
関
内
侯
を
賜
ひ
、
食
邑

各
お
の
三
百
戸
、
加
へ
て
黄

金
百
斤
を
賜
ふ
。
）
」。
郅
支
は
匈
奴
の
王
の
名
。
双
声
。

９
勿
令
如
李
広

功
遂
不
封
侯

10

［
李
広
］
？
～
前
一
一
九
。
前
漢
の
部
将
。
隴
山
の
西
、
隴
西
西

紀
（
甘
粛
省
天
水
市
）
の
人
。
弓
の
名
手
で
あ
り
、
匈
奴
か
ら

「
飛
将
軍
」
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば
悲

運
に
見
舞
わ
れ
、
出
世
す
る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
最
期
は
自
ら
命

を
絶
っ
た
。『
史
記
』
李
将
軍
列
伝
に
「
初
、
広
之
従
弟
李
蔡
与

広
俱
事
孝
文
帝
。
景
帝
時
、
蔡
積
功
労
至
二
千
石
。
孝
武
帝
時
、

至
代
相
。
以
元
朔
五
年
為
軽
車
将
軍
、
従
大
将
軍
撃
右
賢
王
、

有
功
中
率
、
封
為
楽
安
侯
。
元
狩
二
年
中
、
代
公
孫
弘
為
丞
相
。

蔡
為
人
在
下
中
、
名
声
出
広
下
甚
遠
、
然
広
不
得
爵
邑
、
官
不

過
九
卿
、
而
蔡
為
列
侯
，
位
至
三
公
。（
初
め
、
広
の
従
弟
李
蔡

広
と
俱
に
孝
文
帝
に
事
ふ
。
景
帝
の
時
、
蔡

功
労
を
積
み

て
二
千
石
に
至
る
。
孝
武
帝
の
時
、
代
の
相
に
至
る
。
元
朔
五

年
を
以
て
軽
車
将
軍
と
為
り
、
大
将
軍
に
従
ひ
て
右
賢
王
を
撃

ち
、
功
有
り
率
に
中
た
り
、
封
ぜ
ら
れ
て
楽
安
侯
と
為
る
。
元

あ

狩
二
年
中
、
公
孫
弘
に
代
は
り
て
丞
相
と
為
る
。
蔡

人
と
為な

り

下
の
中
に
在
り
、
名
声

広
の
下
に
出
づ
る
こ
と
甚
だ
遠

き
も
、
然
れ
ど
も
広
は
爵
邑
を
得
ず
、
官

九
卿
に
過
ぎ
ず
し

て
、
蔡
は
列
侯
と
為
り
、
位

三
公
に
至
る
。
）
」
と
そ
の
不
遇

が
描
か
れ
る
。

［
遂
功
］
功
業
を
成
就
す
る
。
晋
・
陶
淵
明
「
命
子
詩
」
十
章
其

五
に
「
功
遂
辞
帰
、
臨
寵
不
忒
（
功

遂
げ
て

辞
し
帰
り
、
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寵
に
臨
み
て

忒
は
ず
）
」。

た
が

［
封
侯
］
領
土
を
与
え
て
諸
侯
に
す
る
。『
史
記
』
衛
将
軍
驃
騎
列

伝
に
「
青
嘗
従
入
至
甘
泉
居
室
、
有
一
鉗
徒
、
相
青
曰
、『
貴
人

也
。
官
至
封
侯
』
。
青
笑
曰
、『
人
奴
之
生
、
得
毋
笞
罵
即
足
矣
。

安
得
封
侯
事
乎
』
。
（
青

嘗
て
従
ひ
入
り
て
甘
泉
の
居
室
に
至

る
に
、
一
鉗
徒
有
り
、
青
を
相
し
て
曰
く
、『
貴
人
な
り
。
官

け
ん

と

さ
う

封
侯
に
至
ら
ん
』
と
。
青

笑
ひ
て
曰
く
、『
人
奴
の
生
、
笞
罵

ち

ば

せ
ら
る
る
毋
き
を
得
ば
即
ち
足
れ
り
。
安
く
ん
ぞ
封
侯
の
事
を

な

い
づ

得
ん
や
』
と
。
）
」。

梁
・
車
壇
「
隴
頭
水
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
隴
頭
征
人
別

隴
頭

征
人

別
れ

２
隴
水
流
声
咽

隴
水

流
声

咽
ぶ

３
只
為
識
君
恩

只
だ
君
恩
を
識
る
が
為
に

４
甘
心
従
苦
節

甘
心
し
て
苦
節
に
従
ふ

５
雪
凍
弓
弦
断

雪

凍
り
て

弓
弦

断
え

６
風
鼓
旗
竿
折

風

鼓
ち
て

旗
竿

折
る

う

７
独
有
孤
雄
剣

独
り
孤
雄
の
剣
有
り

８
龍
泉
字
不
滅

龍
泉

字

滅
せ
ず

【
日
本
語
訳
】

１
隴
山
で
兵
士
た
ち
は
別
れ
別
れ
に
な
り

２
隴
水
は
水
の
流
れ
る
音
が
咽
び
泣
く

３
君
王
の
恩
愛
を
よ
く
承
知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

４
自
ら
望
ん
で
苦
境
に
も
変
わ
ら
ぬ
節
操
を
守
る
の
だ

５
雪
が
凍
り
付
い
て
弓
弦
が
切
れ
て
し
ま
い

６
風
が
吹
き
つ
け
て
旗
竿
を
へ
し
折
っ
て
し
ま
う

７
雌
剣
と
別
れ
別
れ
に
な
っ
た
こ
の
雄
剣
だ
け
は

８
刻
ま
れ
た
「
龍
泉
」
の
文
字
が
消
え
な
い
ま
ま
な
の
だ

【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
八
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
三

無
異
同

【
押
韻
】

「
別
」
「
折
」
「
滅
」
、
入
声
十
七
薛
韻
。
「
咽
」
「
節
」
、
入
声
十
六

屑
韻
平
韻
。
平
韻
。
屑
・
薛
同
用
。

【
作
者
】
未
詳
。『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
に
は
四
首
を
収
め
る

が
、
い
ず
れ
も
楽
府
で
あ
る
。

【
語
釈
】

１
隴
頭
征
人
別

２
隴
水
流
声
咽

［
隴
頭
］
梁
・
元
帝
蕭
繹
「
隴
頭
水
」
第
１
句
「
銜
悲
別
隴
頭
」

語
釈
参
照
。

［
征
人
］
梁
・
元
帝
蕭
繹
「
隴
頭
水
」
第
４
句
「
征
人
分
去
留
」

語
釈
参
照
。

［
隴
水
］
梁
・
元
帝
蕭
繹
「
隴
頭
水
」
第
８
句
「
隴
水
向
東
流
」

語
釈
参
照
。
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［
流
声
］
世
に
流
布
し
て
い
る
名
声
、
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
音

楽
、
淫
ら
な
音
楽
な
ど
の
意
で
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
川
の

水
が
流
れ
る
音
。
梁
・
劉
孝
綽
「
櫂
歌
行
」
に
「
舟
子
行
催
棹
、

た
う

か

無
所
喝
流
声
（
舟
子

行
ゆ
く
棹
を

催

す
も
、
流
声
に
喝
ぶ
所

う
な
が

さ
け

無
し
）
」。

３
只
為
識
君
恩

４
甘
心
従
苦
節

［
君
恩
］
君
主
の
恩
寵
。
魏
・
曹
植
「
浮
萍
篇
」（
『
玉
台
』
巻
二
）

に
「
行
雲
有
返
期
、
君
恩
儻
中
還
（
行
雲

返
る
期
有
り
、
君

恩

儻
ひ
は
中
ご
ろ
還
ら
ん
）
」
。

あ
る

［
甘
心
］
心
か
ら
願
う
。
『
詩
経
』
衛
風
・
伯
兮
に
「
願
言
思
伯
、

甘
心
首
疾
（
願
ひ
て
言
に
伯
を
思
ひ
、
甘
心
し
て
首
疾
す
）
」

お
も

こ
こ

と
あ
り
、
曹
植
「
雑
詩
」
六
首
（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）
其
五
に

「
閑
居
非
吾
志
、
甘
心
赴
国
憂
（
閑
居
は
吾
が
志
に
非
ず
、
甘

心
し
て
国
憂
に
赴
か
ん
」。

［
苦
節
］
苦
し
く
て
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
節
操
。
宋
・
鮑
照
「
学

古
詩
」
に
「
実
是
愁
苦
節
、
惆
悵
憶
情
親
（
実
に
是
れ
苦
節
を

愁
ひ
、
惆
悵
と
し
て
情
親
を
憶
ふ
）」

５
雪
凍
弓
弦
断

６
風
鼓
旗
竿
折

［
雪
凍
］
降
り
積
も
っ
た
雪
が
凍
る
。『
芸
文
類
聚
』
巻
二
に
引
く

後
漢
・
蔡
邕
『
琴
操
』
に
「
曾
子
耕
太
山
之
下
、
天
雨
雪
、
凍
、

旬
日
不
得
帰
。（
曾
子

太
山
の
下
に
耕
し
、
天

雪
を
雨
ら
せ
、

ふ

凍
り
、
旬
日

帰
る
を
得
ず
。
）」
と
。

［
弓
弦
断
］
弓
弦
が
切
れ
る
。
晋
・
張
華
『
博
物
志
』
に
「
武
帝

ゆ

づ

る

射
于
甘
泉
宮
、
帝
弓
弦
断
。
（
武
帝

甘
泉
宮
に
射
る
に
、
帝
の

弓

弦

断
ゆ
。
）」
と
。

［
風
鼓
］
強
い
風
が
叩
く
よ
う
に
吹
き
つ
け
る
。
晋
・
潘
岳
「
楊

氏
七
哀
詩
」
に
「
山
気
冒
岡
嶺
、
長
風
鼓
松
柏
（
山
気

岡
嶺

を
冒
ひ
、
長
風

松
柏
を
鼓
つ
）
」。

お
ほ

う

［
旗
竿
折
］
旗
竿
が
折
れ
る
。
不
吉
な
事
と
さ
れ
る
。
『
宋
書
』
五

行
志
一
に
「
桓
玄
始
簒
、
龍
旂
竿
折
。（
桓
玄

始
め
て
簒
ふ
や
、

う
ば

龍
旂

竿

折
る
。
）
」
。

７
独
有
孤
雄
剣

８
龍
泉
字
不
滅

［
孤
雄
剣
］
干
将
、
莫
耶
が
作
っ
た
二
振
り
の
剣
の
内
の
一
方
。

梁
・
劉
孝
威
「
隴
頭
水
」
第
５
句
「
釁
妻
成
両
剣
」
語
釈
に
引

い
た
『
呉
越
春
秋
』
と
は
別
に
『
捜
神
記
』
巻
十
一
「
三
王
墓
」

に
、「
楚
干
将
・
莫
邪
、
為
楚
王
作
剣
、
三
年
乃
成
。
王
怒
欲
殺

之
。
剣
有
雌
雄
。
其
妻
重
身
当
産
、
夫
語
妻
曰
、『
吾
為
王
作
剣
、

三
年
乃
成
。
王
怒
、
往
必
殺
我
。
汝
若
生
子
是
男
、
大
、
告
之

曰
、
「
出
戸
望
南
山
、
松
生
石
上
、
剣
在
其
背
」
』
。
於
是
即
将

雌
剣
、
往
見
楚
王
。
王
大
怒
、
使
相
之
、
剣
有
二
、
一
雄
一
雌
、

雌
来
雄
不
来
。
王
怒
、
即
殺
之
。
（
楚
の
干
将
・
莫
邪
、
楚
王
の

為
に
剣
を
作
り
、
三
年
に
し
て
乃
ち
成
る
。
王

怒
り
て
之
れ

を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
剣
に
雌
雄
有
り
。
其
の
妻

重
身
に
し
て

産
む
に
当
た
り
、
夫

妻
に
語
げ
て
曰
く
、『
吾

王
の
為
に
剣

つ

を
作
り
、
三
年
に
し
て
乃
ち
成
る
。
王

怒
り
、
往
け
ば
必
ず

我
を
殺
さ
ん
。
汝

若
し
子
を
生
み
て
是
れ
男
な
れ
ば
、
大
な

り
て
、
之
れ
に
告
げ
て
曰
へ
、「
戸
を
出
で
て
南
山
を
望
ま
ば
、
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松

石
上
に
生
じ
、
剣

其
の
背
に
在
り
」』
と
。
是
に
於
い
て

即
ち
雌
剣
を
将
ち
て
、
往
き
て
楚
王
に
見
ゆ
。
王

大
い
に
怒

も

り
、
之
れ
を
相
せ
し
む
る
に
、
剣
に
二
有
り
、
一
は
雄

一
は

雌
、
雌
は
来
た
れ
ど
も

雄
は
来
た
ら
ず
。
王

怒
り
て
、
即

ち
之
れ
を
殺
す
。
）」
と
あ
る
。

［
龍
泉
］
剣
の
名
。
干
将
、
莫
耶
が
作
っ
た
名
剣
に
な
ぞ
ら
え
る

説
話
が
『
晋
書
』
張
華
伝
に
「
初
、
呉
之
未
滅
也
、
斗
牛
之
間

常
有
紫
気
、
道
術
者
皆
以
呉
方
強
盛
、
未
可
図
也
。
惟
華
以
為

不
然
。
及
呉
平
之
後
、
紫
気
愈
明
。
華
聞
予
章
人
雷
煥
妙
達
緯

象
、
乃
要
煥
宿
、
屏
人
曰
、
『
可
共
尋
天
文
、
知
将
来
吉
凶
』
。

因
登
楼
仰
観
、
煥
曰
、『
僕
察
之
久
矣
、
惟
斗
牛
之
間
頗
有
異
気
』
。

華
曰
、
『
是
何
祥
也
』
。
煥
曰
、
『
宝
剣
之
精
、
上
徹
於
天
耳
』
。

華
曰
、『
君
言
得
之
。
吾
少
時
有
相
者
言
、
吾
年
出
六
十
、
位
登

三
事
、
当
得
宝
剣
佩
之
。
斯
言
豈
效
与
』
。
因
問
曰
、『
在
何
郡
』
。

煥
曰
、『
在
予
章
豊
城
』
。
華
曰
、『
欲
屈
君
為
宰
、
密
共
尋
之
、

可
乎
』。
煥
許
之
。
華
大
喜
、
即
補
煥
為
豊
城
令
。
煥
到
県
、
掘

獄
屋
基
、
入
地
四
丈
余
、
得
一
石
函
、
光
気
非
常
、
中
有
双
剣
、

並
刻
題
、
一
曰
龍
泉
、
一
曰
太
阿
。
其
夕
、
斗
牛
間
気
不
復
見

焉
。
…
。
遣
使
送
一
剣
並
土
与
華
、
留
一
自
佩
。
…
。
華
得
剣
、

宝
愛
之
、
常
置
坐
側
。
…
、
報
煥
書
曰
、
『
詳
観
剣
文
、
乃
干
将

也
。
莫
邪
何
復
不
至
。
雖
然
、
天
生
神
物
、
終
当
合
耳
』
。
（
初

め
、
呉
の
未
だ
滅
び
ざ
る
や
、
斗
牛
の
間

常
に
紫
気
有
り
、

道
術
者

皆
な
以
へ
ら
く

呉

方
に
強
盛
に
し
て
、
未
だ
図

お
も

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
惟
だ
華
の
み
以
為
へ
ら
く

然
ら
ず

と
。
呉
の
平
ら
ぐ
の
後
に
及
ぶ
も
、
紫
気

愈
い
よ
明
ら
か
な

り
。
華

予
章
の
人

雷
煥
の
緯
象
に
妙
達
す
る
を
聞
き
、
乃

ち
煥
を
要
き
て
宿
ら
し
め
、
人
を

屏

け
て
曰
く
、
『
共
に
天
文

ま
ね

し
り
ぞ

を
尋
ね
て
、
将
来
の
吉
凶
を
知
る
べ
し
』
と
。
因
り
て
楼
に
登

り
て
仰
ぎ
観
る
に
、
煥

曰
く
、
『
僕

之
れ
を
察
す
る
こ
と
久

し
、
惟
だ
斗
牛
の
間

頗
る
異
気
有
る
の
み
』
と
。
華

曰
く
、

『
是
れ
何
の
祥
し
な
る
か
』
と
。
煥

曰
く
、
『
宝
剣
の
精
、
上

き
ざ

り
て
天
に
徹
る
の
み
』
と
。
華

曰
く
、
『
君
の
言

之
れ
を
得

と
ほ

た
り
。
吾

少
き
時

相
者
の
言
ふ
有
り
、
吾

年

六
十
を

わ
か

出
で
て
、
位

三
事
に
登
り
、
当
に
宝
剣
を
得
て
之
れ
を
佩
ぶ

べ
し
と
。
斯
の
言

豈
に
效
さ
ん
や
』
と
。
因
り
て
問
ひ
て
曰

こ

い
た

く
、
『
何
れ
の
郡
に
在
る
か
』
と
。
煥

曰
く
、
『
予
章
の
豊
城

い
づ

に
在
り
』
と
。
華

曰
く
、
『
君
に
屈
ひ
て
宰
と
為
し
、
密
か
に

こ

共
に
之
れ
を
尋
ね
ん
と
欲
す
、
可
な
る
か
』
と
。
煥

之
れ
を

許
す
。
華

大
い
に
喜
び
、
即
ち
煥
を
補
し
て
豊
城
の
令
と
為

す
。
煥

県
に
到
り
、
獄
屋
の
基
を
掘
る
に
、
地
に
入
る
こ
と

四
丈
余
に
し
て
、
一
石
函
を
得
、
光
気

常
に
非
ず
、
中
に
双

剣
有
り
、
並
び
に
題
を
刻
し
、
一
に
龍
泉
と
曰
ひ
、
一
に
太
阿

と
曰
ふ
。
其
の
夕
べ
、
斗
牛
の
間

気

復
た

見

れ
ず
。
…
。

あ
ら
は

使
ひ
を
遣
は
し
て

一
剣
並
び
に
土
を
送
り
て
華
に
与
へ
し
め
、

一
を
留
め
て
自
ら
佩
ぶ
。
…
。
華

剣
を
得
て
、
之
れ
を
宝
愛

し
、
常
に
坐
の
側
ら
に
置
く
。
…
、
煥
に
書
を
報
ひ
て
曰
く
、

『
詳
ら
か
に
剣
文
を
観
る
に
、
乃
ち
干
将
な
り
。
莫
邪

何
ぞ

復
た
至
ら
ず
。
然
り
と
雖
も
、
天

神
物
を
生
ぜ
ば
、
終
に
当

に
合
ふ
べ
き
の
み
』
と
。
）」
と
見
え
る
。

［
字
不
滅
］
剣
に
刻
ま
れ
た
「
龍
泉
」
の
文
字
が
消
え
る
こ
と
は
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な
く
、
剣
は
い
つ
ま
で
も
光
り
輝
い
て
い
る
。
「
古
詩
十
九
首
」

（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
其
十
七
に
「
置
書
懐
袖
中
、
三
歳
字
不

滅
（
書
を
置
く

懐
袖
の
中
、
三
歳

字

滅
せ
ず
）
」。

陳
・
後
主
叔
宝
「
隴
頭
水
」
二
首
其
一

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
塞
外
飛
蓬
征

塞
外
に

飛
蓬

征
き

ゆ

２
隴
頭
流
水
鳴

隴
頭
に

流
水

鳴
る

３
漠
処
揚
沙
暗

漠
処

揚
沙

暗
く

４
波
中
燥
葉
軽

波
中

燥
葉

軽
し

５
地
風
氷
易
厚

地

風
ふ
き
て

氷

厚
く
な
り
易
く

６
寒
深
溜
転
清

寒
さ

深
く
し
て

溜
れ

転
た
清
し

な
が

う
た

７
登
山
一
回
顧

山
に
登
り
て

一
た
び
回
顧
す
れ
ば

８
幽
咽
動
辺
情

幽
咽
し
て

辺
情
動
く

【
日
本
語
訳
】

１
辺
境
で
は
ヨ
モ
ギ
が
風
に
吹
か
れ
て
転
が
り

２
隴
山
で
は
川
が
音
を
立
て
て
流
れ
て
い
く

３
沙
漠
は
風
が
巻
き
上
げ
た
砂
の
た
め
に
暗
く
な
り

４
川
の
波
間
に
は
枯
葉
が
サ
ー
ッ
と
流
れ
去
る

５
大
地
で
は
風
が
吹
い
て
氷
が
ど
ん
ど
ん
厚
く
な
り

６
寒
さ
が
募
っ
て
川
の
流
れ
は
益
々
清
ら
か
に
な
る

７
隴
山
に
登
っ
て
故
郷
の
方
を
振
り
返
る
と

８
望
郷
の
念
が
湧
き
上
が
っ
て
、
人
も
川
も
咽
び
泣
く
ば
か
り

【
校
勘
】

○
『
古
詩
紀
』
巻
百
八

無
異
同
。

【
押
韻
】

「
征
」
「
軽
」
「
清
」
「
情
」
、
下
平
十
四
清
韻
。
「
鳴
」
、
下
平
十
二

庚
韻
。「
庚
」「
清
」
同
用
。

【
作
者
】
五
五
三
～
六
〇
四
。
字
は
元
秀
、
呉
興
長
城
（
浙
江
省

湖
州
市
）
の
人
。
陳
の
宣
帝
頊
の
長
子
。
太
建
十
四
（
五
八
二
）

年
、
即
位
。
禎
明
三
（
五
八
九
）
年
、
隋
の
文
帝
に
よ
っ
て
国
を

滅
ぼ
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
井
戸
の
中
に
隠
れ
た
が
、
捕
ら
え
ら
れ

て
し
ま
う
。
そ
の
ま
ま
長
安
に
送
ら
れ
、
年
五
十
二
で
客
死
し
た
。

亡
国
の
君
主
と
し
て
後
世
の
評
判
は
非
常
に
悪
い
が
、
詩
人
と

し
て
は
梁
簡
文
帝
が
提
唱
し
た
「
宮
体
」
を
継
承
し
、
艶
麗
な
作

が
多
い
。
今
日
、
九
十
首
あ
ま
り
の
詩
篇
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ

の
大
半
が
楽
府
で
あ
る
。

【
語
釈
】

１
塞
外
飛
蓬
征

２
隴
頭
流
水
鳴

［
塞
外
］
国
境
地
帯
。『
漢
書
』
武
帝
紀
に
「
遣
因
杅
将
軍
公
孫
敖

築
塞
外
受
降
城
。（
因
杅
将
軍
公
孫
敖
を
遣
は
し
塞
外
に
受
降
城

い
ん

う

を
築
か
し
む
。
）
」。
梁
・
呉
均
「
辺
城
将
詩
四
首
」
其
一
に
「
塞

外
何
紛
紛
、
胡
騎
欲
成
群
（
塞
外

何
ぞ
紛
紛
た
る
、
胡
騎

群
を
成
さ
ん
と
欲
す
）
」
と
。
梁
詩
以
前
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
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［
飛
蓬
］
蓬
は
秋
に
な
る
と
根
が
抜
け
枝
が
折
れ
て
風
に
転
が
る
。

語
は
『
詩
経
』
衛
風
・
伯
兮
に
「
自
伯
之
東
、
首
如
飛
蓬
（
伯

の
東
し
て
よ
り
、
首

飛
蓬
の
如
し
）」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は

乱
れ
た
髪
の
比
喩
。
曹
植
「
雑
詩
」
六
首
（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）

其
二
に
「
転
蓬
離
本
根
、
飄
颻
随
長
風
（
転
蓬

本
根
を
離
れ
、

飄
颻
と
し
て
長
風
に
随
ふ
）
」
と
「
転
蓬
」
の
語
が
漂
泊
す
る
も

の
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
向
島
成
美
氏
『
漢
詩
の
こ
と

ば
』
（
大
修
館
書
店

一
九
九
八
）
「
飛
ぶ
蓬
」
に
詳
し
い
。
以

下
、
第
１
句
か
ら
第
６
句
ま
で
風
と
水
と
が
交
互
に
描
か
れ
る
。

［
流
水
］
流
れ
去
る
川
の
水
。
魏
・
劉
楨
「
贈
五
官
中
郎
将
詩
四

首
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
三
）
其
二
に
「
逝
者
如
流
水
、
哀
此
遂

離
分
（
逝
く
者
は
流
水
の
如
く
、
此
に
遂
に
離
分
せ
ん
こ
と
を

こ
こ

哀
し
む
）
」
。

３
漠
処
揚
沙
暗

４
波
中
燥
葉
軽

［
漠
処
］
沙
漠
。
漠
は
中
国
北
方
の
砂
漠
を
い
う
。『
説
文
解
字
』

十
一
篇
上
一
・
水
部
に
「
漠
、
北
方
流
沙
也
。
」
と
あ
る
。
処
は

場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
接
尾
辞
。
陳
後
主
「
雉
子
斑
」
に
「
雊

声
風
処
遠
、
翅
影
雲
間
連
（
雊
声

風
処
に
遠
く
、
翅
影

雲

こ
う
せ
い

し

え
い

間
に
連
な
る
）
」。

［
揚
沙
］
風
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
砂
。
魏
・
劉
楨
「
贈
五
官
中
郎

将
詩
四
首
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
三
）
其
四
に
「
涼
風
吹
沙
礫
、

霜
気
何
皚
皚
（
涼
風

沙
礫
を
吹
き
、
霜
気

何
ぞ
皚
皚
た
る
）
」

さ

れ
き

が
い
が
い

と
あ
り
、
李
善
注
に
「
『
易
通
卦
験
』
曰
、
『
巽
気
不
至
、
則
大

風
揚
沙
（
巽
気

至
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
大
風

沙
を
揚
ぐ
）
』
。」

そ
ん

き

と
あ
る
。

［
燥
葉
］
枯
葉
。
六
朝
詩
で
は
他
に
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

５
地
風
氷
易
厚

６
寒
深
溜
転
清

［
地
風
］
風
が
大
地
を
吹
き
抜
け
る
。
六
朝
詩
で
は
他
に
用
例
が

見
当
た
ら
な
い
。
天
風
の
語
は
漢
・
蔡
邕
「
飲
馬
長
城
窟
行
」

（
『
玉
台
』
巻
一
、
『
文
選
』
巻
二
十
七
作
「
古
辞
」
）
「
枯
桑
知

天
風
、
海
水
知
天
寒
（
枯
桑
は
天
の
風
を
知
り
、
海
水
は
天
の

寒
き
を
知
る
）」
と
見
え
る
。

［
寒
深
］
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
。
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
が
見
当

た
ら
な
い
。『
水
経
注
』
鮑
丘
水
に
「
伏
凌
山
、
山
高
峻
、
巌
鄣

寒
深
、
陰
崖
積
雪
、
凝
氷
夏
結
。（
伏
凌
山
、
山

高
峻
に
し
て
、

巌
鄣

寒
さ
深
く
、
陰
崖

雪
を
積
み
、
凝
氷

夏

結
ぶ
。
）
」

と
。

［
溜
転
清
］
川
の
流
れ
が
益
々
清
ら
か
に
な
る
。

７
登
山
一
回
顧

８
幽
咽
動
辺
情

［
回
顧
］
振
り
返
っ
て
見
る
。
漢
・
蔡
邕
「
翠
鳥
」
詩
に
「
回
顧

生
碧
色
、
動
揺
揚
縹
青
（
回
顧
す
れ
ば
碧
色
を
生
じ
、
動
揺
す

れ
ば
縹
青
を
揚
ぐ
）
」。

へ
う
せ
い

［
辺
情
］
国
境
地
帯
に
や
っ
て
来
た
人
々
の
望
郷
の
思
い
。
こ
れ

も
六
朝
詩
で
は
他
に
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

陳
・
後
主
叔
宝
「
隴
頭
水
」
二
首
其
二

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】



- 99 -

１
高
隴
多
悲
風

高
隴

悲
風
多
く

２
寒
声
起
夜
叢

寒
声

夜
叢
に
起
こ
る

３
禽
飛
暗
識
路

禽

飛
び
て

暗
に
路
を
識
り

や
み

４
鳥
転
逐
征
蓬

鳥

転
じ
て

征
蓬
を
逐
ふ

５
落
葉
時
驚
沫

落
葉

時
に

沫

に
驚
き

し
ぶ
き

６
移
沙
屢
擁
空

移
沙

屢
し
ば
空
を
擁
す

７
回
頭
不
見
望

頭
を
回
ら
す
も

見
望
せ
ず

め
ぐ

８
流
水
玉
門
東

流
水

玉
門
の
東

【
日
本
語
訳
】

１
高
く
聳
え
る
隴
山
に
は
悲
し
み
を
誘
う
風
が
し
ば
し
ば
吹
い
て

２
も
の
寂
し
く
寒
々
と
し
た
音
が
夜
の
草
む
ら
か
ら
湧
き
上
が
る

３
鳥
が
飛
ん
で
行
く
の
は
闇
の
中
で
も
帰
り
道
が
分
か
る
か
ら
か

４
鳥
が
向
き
を
変
え
た
の
は
風
に
転
が
る
ヨ
モ
ギ
を
追
い
掛
け
た

か
ら
か

５
落
ち
葉
は
折
々
に
飛
び
散
る
水
し
ぶ
き
に
驚
き

６
流
砂
は
い
つ
も
い
つ
も
何
も
な
い
空
間
を
抱
く

７
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
も
何
も
見
え
ず

８
隴
山
か
ら
玉
門
関
の
東
へ
と
水
が
流
れ
る
ば
か
り
な
の
だ

【
校
勘
】

○
『
古
詩
紀
』
巻
百
八

無
異
同
。

【
押
韻
】

「
風
」「
叢
」「
蓬
」「
空
」
「
東
」、
上
平
一
東
韻
。

【
語
釈
】

１
高
隴
多
悲
風

２
寒
声
起
夜
叢

［
高
隴
］
高
々
と
聳
え
る
隴
山
。

［
多
悲
風
］
悲
し
み
を
誘
う
風
が
し
ば
し
ば
吹
き
付
け
て
く
る
。

「
古
詩
十
九
首
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
其
十
四
に
「
白
楊
多

悲
風
、
蕭
蕭
愁
殺
人
（
白
楊
に
悲
風
多
く
、
蕭
蕭
と
し
て
人
を

愁
殺
す
）
」
と
。
ま
た
魏
・
曹
植
「
雑
詩
」
六
首
（
『
文
選
』
巻

二
十
九
）
其
一
に
「
高
台
多
悲
風
、
朝
日
照
北
林
（
高
台
に
悲

風
多
く
、
朝
日

北
林
を
照
ら
す
）」
と
。
以
下
、
第
６
句
ま
で

悲
風
を
承
け
て
の
表
現
が
続
く
。

［
寒
声
］
も
の
寂
し
く
寒
々
と
し
た
音
。
梁
・
沈
約
「
寒
松
詩
」

に
「
梢
聳
振
寒
声
、
青
葱
標
暮
色
（

梢

聳
え
て

寒
声
を
振

こ
ず
ゑ

る
ひ
、
青
葱

暮
色
に

標

る
）
」
。

せ
い
そ
う

あ
ら
は

［
夜
叢
］
夜
の
草
む
ら
。
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
が
見
当
た
ら
な

い
。

３
禽
飛
暗
識
路

４
鳥
転
逐
征
蓬

［
禽
飛
］
鳥
が
空
を
飛
ぶ
。
梁
・
呉
均
「
同
柳
呉
興
烏
亭
集
送
柳

舍
人
詩
」
に
「
流
連
し
て

百
舌

哢

り
、
下
上
し
て
陽
禽

さ
へ
づ

飛
ぶ
」。

［
暗
識
路
］
前
句
の
「
夜
叢
」
を
承
け
て
、
暗
闇
の
中
で
も
帰
り

道
を
識
別
で
き
る
。
梁
・
沈
約
「
別
范
安
成
詩
」
（
『
文
選
』
巻

二
十
）
に
「
夢
中
不
識
路
、
何
以
慰
相
思
（
夢
中

路
を
識
ら
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ず
、
何
を
以
て
か

相
思
を
慰
め
ん
）
」。

［
逐
征
蓬
］
風
に
転
が
る
ヨ
モ
ギ
を
追
い
掛
け
る
。
梁
・
沈
約
「
江

蘺
生
幽
渚
」
詩
に
「
所
惜
改
驩
眄
、
豈
恨
逐
征
蓬
（
所
惜
し
む

所
は
改
め
て

驩

眄
し
、
豈
に
征
蓬
を
逐
ふ
を
恨
み
ん
や
）
」。

く
ゎ
ん
べ
ん

５
落
葉
時
驚
沫

６
移
沙
屢
擁
空

［
驚
沫
］
落
ち
葉
が
「
悲
風
」
に
舞
い
上
が
る
水
し
ぶ
き
に
驚
く
。

語
は
沈
約
「
従
軍
行
」
に
「
凌
濤
富
驚
沫
、
援
木
闕
垂
蘿
（
濤な

み

を
凌
げ
ば
驚
沫
に
富
み
、
木
を
援
く
に
垂
蘿
を
闕
く
）」
と
見
え

ひ

す
ゐ

ら

か

る
。

［
移
沙
］
流
砂
。『
水
経
注
』
河
水
に
「
余
按
、
南
河
・
北
河
及
安

陽
県
以
南
、
悉
沙
阜
耳
。
無
他
異
山
。
故
『
広
志
』
曰
、『
朔
方

郡
北
、
移
沙
七
所
、
而
無
山
以
擬
之
』
。
是
義
志
之
僻
也
。
（
余

按
ず
る
に
、
南
河
・
北
河

及
び
安
陽
県
以
南
は
、
悉
く
沙

阜
な
る
の
み
。
他
に
異
山
無
し
。
故
に
『
広
志
』
に
曰
く
、
『
朔

方
郡
の
北
、
移
沙

七
所
、
而
る
に
山
の
以
て
之
れ
に
擬
す
る

無
し
』
と
。
是
れ
義
志
の
僻
な
り
。
）」
と
。

［
擁
空
］
砂
が
「
悲
風
」
に
巻
き
上
げ
ら
れ
る
様
を
、
何
も
な
い

空
間
を
い
だ
く
と
表
現
し
た
。
六
朝
詩
で
は
他
に
用
例
が
見
当

た
ら
な
い
。

７
回
頭
不
見
望

８
流
水
玉
門
東

［
玉
門
］
関
所
の
名
。
甘
粛
省
敦
煌
の
南
西
に
あ
っ
た
。『
史
記
』

大
宛
列
伝
に
「
於
是
酒
泉
列
亭
鄣
至
玉
門
矣
。
（
是
に
於
い
て
酒

泉
よ
り
列
亭
鄣
を
列
ね
て
玉
門
に
至
る
。
）
」
と
あ
り
、『
集
解
』

つ
ら

に
「
韋
昭
曰
、
『
玉
門
関
、
在
龍
勒
界
』
。
（
韋
昭

曰
く
、
『
玉

門
関
、
龍
勒
の
界
に
在
り
』
。
）
」
と
。
詩
で
は
梁
・
虞
羲
「
詠

霍
将
軍
北
伐
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
一
）
に
「
玉
門
罷
斥
候
、

甲
第
始
修
営
（
玉
門

斥
候
を
罷
め
、
甲
第

始
め
て
修
営
す
）
」

と
見
え
る
の
が
早
い
よ
う
で
あ
る
。

陳
・
徐
陵
「
隴
頭
水
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
別
塗
聳
千
仞

別
塗

聳
ゆ
る
こ
と
千
仞じ

ん

２
離
川
懸
百
丈

離
川

懸
か
る
こ
と
百
丈

３
攢
荊
夏
不
通

攢
荊

夏
も
通
ぜ
ず

さ
ん
け
い

４
積
雪
冬
難
上

積
雪

冬
は
上
り
難
し

５
枝
交
隴
底
暗

枝

交
は
り
て

隴
底

暗
く

６
石
礙
坡
前
響

石

礙

げ
て

坡
前
に
響
く

さ
ま
た

７
回
首
咸
陽
中

首
を
回
ら
す

咸
陽
の
中

８
唯
言
夢
時
往

唯
だ
言
ふ

「
夢
時
に
往
か
ん
」
と

【
日
本
語
訳
】

１
君
と
別
れ
て
か
ら
た
ど
る
隴
山
の
道
は
千
仞
の
高
さ
に
聳
え

２
隴
水
の
流
れ
は
百
丈
の
高
さ
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
落
ち
て
来
る

３
隴
山
の
道
は
群
生
す
る
イ
バ
ラ
の
た
め
に
夏
で
も
通
れ
な
い
し

４
降
り
積
も
っ
た
雪
の
た
め
に
冬
は
登
る
の
が
難
し
い

５
枝
が
重
な
り
合
っ
て
隴
水
の
流
れ
る
坂
は
光
が
乏
し
く

６
石
が
流
れ
を
さ
え
ぎ
る
音
が
隴
山
の
坂
に
響
き
渡
る

７
都
に
い
た
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
て
も
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８
君
は
「
夢
の
中
で
そ
ち
ら
に
参
り
ま
す
」
と
言
う
だ
け
だ
っ
た

【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
八
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
十
・
漢
魏
六
朝

百
三
家
集
』
巻
百
三
下

３
「
夏
」
、『
英
華
』
注
云
「
一
作
『
下
』
」。

４
「
冬
」
、『
英
華
』
注
云
「
一
作
『
終
』
」。

６
「
坡
」
、『
英
華
』『
詩
記
』『
百
三
家
集
』
並
作
「
波
」。

８
「
夢
時
往
」
、『
英
華
』
作
「
往
時
夢
」。

【
押
韻
】

「
丈
」「
上
」「
響
」「
往
」、
上
声
三
十
六
養
韻
。

【
作
者
】
五
〇
七
～
五
八
三
。
梁
、
陳
に
仕
え
た
文
人
。
字
は
孝

穆
、
東
海
郡
郯
（
山
東
省
）
の
人
。
父
の
徐
摛
は
庾
信
の
父
庾
肩

た
ん

ち

吾
と
と
も
に
梁
の
太
子
蕭
綱
（
後
、
簡
文
帝
）
の
文
学
サ
ロ
ン
を

代
表
す
る
文
人
で
あ
り
、
「
宮
体
詩
」
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
徐
陵
も
蕭
綱
に
優
遇
さ
れ
、
そ
の
命
を
受
け
て
『
玉
台
新

詠
』
を
編
集
し
た
。
北
朝
に
使
い
し
て
い
る
間
に
梁
が
滅
び
た
が
、

苦
難
の
末
に
南
帰
し
、
陳
に
仕
え
吏
部
尚
書
な
ど
高
官
を
歴
任
し

て
政
治
的
に
も
重
き
を
成
し
た
。
ま
た
文
壇
の
領
袖
と
し
て
庾
信

と
名
を
斉
し
く
し
「
徐
庾
体
」
と
称
さ
れ
た
。「
『
玉
台
新
詠
』
序
」

ひ
と

な
ど
文
章
で
も
優
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

【
語
釈
】

１
別
塗
聳
千
仞

２
離
川
懸
百
丈

［
別
塗
］
隴
山
を
通
る
道
。
こ
こ
が
別
離
の
場
と
し
て
描
か
れ
る

こ
と
か
ら
。
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

［
千
仞
］
非
常
に
高
い
こ
と
を
表
す
。
魏
・
曹
植
「
朔
風
詩
」（
『
文

選
』
巻
二
十
九
）
五
章
其
五
に
「
俯
降
千
仞
、
仰
登
天
阻
（
俯

し
て
千
仞
に
降
り
、
仰
ぎ
て
天
阻
に
登
る
）」
と
あ
り
、
李
善
注

は
『
荘
子
』
秋
水
に
「
千
仞
之
高
、
不
足
以
極
其
深
。（
千
仞
の

高
き
も
、
以
て
其
の
深
き
を
極
む
る
に
足
ら
ず
。
）
」
と
あ
る
の

を
引
く
。
一
仞
は
七
尺
、
一
説
に
八
尺
。

［
離
水
］
こ
こ
は
隴
水
を
指
す
。「
別
塗
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
。

や
は
り
別
離
の
場
面
に
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
。
六
朝
詩
で
は
他

の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

［
百
丈
］
高
く
長
い
こ
と
を
表
す
。
梁
・
沈
約
「
新
安
江
至
清
、

浅
深
見
底
、
貽
京
邑
遊
好
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）
に
「
千

仞
写
喬
樹
、
百
丈
見
遊
鱗
（
千
仞
に
喬
樹
を
写
し
、
百
丈
に
遊

鱗
を
見
る
）
」
。
一
丈
は
十
尺
。

３
攢
荊
夏
不
通

４
積
雪
冬
難
上

［
攢
荊
］
群
生
し
た
イ
バ
ラ
。
攢
は
寄
り
集
ま
る
。
斉
・
謝
朓
「
詠

薔
薇
詩
」
に
「
発
蕚
初
攢
紫
、
余
采
尚
霏
紅
（
発
蕚

初
め
て

紫
を
攢
め
、
余
采

尚
ほ
霏
紅
な
り
）
」。

あ
つ

［
不
通
］
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
魏
・
嵆
康
「
遊
仙
詩
」

に
「
願
想
遊
其
下
、
蹊
路
絶
不
通
（
願
ひ
て
其
の
下
に
遊
ば
ん

と
想
ふ
も
、
蹊
路

絶
え
て
通
ぜ
ず
）
」
と
。
二
句
、
第
１
句
「
別

塗
」
を
承
け
る
。
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［
積
雪
］
積
も
っ
た
雪
。
晋
・
陸
機
「
苦
寒
行
」
（
『
文
選
』
巻
二

十
八
）
に
「
凝
氷
結
重
澗
、
積
雪
被
長
巒
（
凝
氷

重

澗
に
結

じ
ゅ
う
か
ん

び
、
積
雪

長

巒
を
被
ふ
）
」

ち
ゃ
う
ら
ん

お
ほ

５
枝
交
隴
底
暗

６
石
礙
坡
前
響

［
枝
交
］
枝
が
生
い
茂
っ
て
交
錯
す
る
。
梁
・
劉
孺
「
相
逢
狭
路

間
」
に
「
枝
交
幰
不
見
、
聴
静
吹
纔
聞
（
枝

交
は
り
て

幰け
ん

見
え
ず
、
聴
く
こ
と
静
か
に
し
て

吹

纔
か
に
聞
こ
ゆ
）
」
。

わ
づ

［
隴
底
］
隴
坻
に
同
じ
。

て
い

［
石
礙
］
石
が
川
の
流
れ
を
邪
魔
す
る
。
梁
簡
文
帝
蕭
綱
「
玄
圃

納
涼
詩
」
に
「
鳴
波
如
礙
石
、
闇
草
別
蘭
香
（
鳴
波
如
礙
石
、

闇
草
別
蘭
香
）
」。

［
坡
前
］
隴
水
が
流
れ
る
坂
道
。
第
３
・
４
句
が
第
１
句
「
別
塗
」

を
承
け
る
の
に
対
し
、
第
５
・
６
句
は
第
２
句
「
離
川
」
を
承

け
る
の
で
、「
波
前
」
に
作
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
底

本
注
も
「
『
坡
前
』
、
『
英
華
』
巻
一
九
八
・
『
百
三
名
家
集
』
均

作
『
波
前
』、
似
是
。」
と
す
る
。

７
回
首
咸
陽
中

８
唯
言
夢
時
往

［
回
首
］
振
り
返
る
。
ま
た
回
顧
す
る
。

［
咸
陽
］
秦
の
都
。
陝
西
省
西
安
市
の
北
西
。『
史
記
』
呂
不
韋
列

伝
に
「
布
咸
陽
市
門
、
懸
千
金
其
上
、
延
諸
侯
遊
士
賓
客
有
能

増
損
一
字
者
予
千
金
。
（
咸
陽
の
市
門
に
布
き
、
千
金
を
其
の
上

し

に
懸
け
、
諸
侯
の
遊
士
賓
客
を
延
き
能
く
一
字
を
増
損
す
る
者

ま
ね

有
れ
ば
千
金
を
予
へ
ん
。
）
」
と
あ
り
、『
索
隠
』
に
「
『
地
理
志
』

あ
た

『
右
扶
風
渭
城
県
、
故
咸
陽
、
…
』。
案
、
咸
訓
皆
、
其
地
在
渭

水
之
北
、
北
阪
之
南
、
水
北
曰
陽
、
山
南
亦
曰
陽
、
皆
在
二
者

之
陽
也
。
（
『
地
理
志
』
に
『
右
扶
風

渭
城
県
、
故
の
咸
陽
な

も
と

り
、
…
』
と
。
案
ず
る
に
、
咸

皆
と
訓
じ
、
其
の
地

渭
水

の
北
、
北
阪
の
南
に
在
り
、
水
の
北
を
陽
と
曰
ひ
、
山
の
南
も

亦
た
陽
と
曰
ひ
、
皆
な
二
者
の
陽
に
在
る
な
り
。
）」
と
。

［
夢
時
］
夢
で
見
た
時
に
。
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
が
見
当
た
ら

な
い
。梁

・
顧
野
王
「
隴
頭
水
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
隴
底
望
秦
川

隴
底
に
秦
川
を
望
め
ば

２
迢
遞
隔
風
煙

迢
遞
と
し
て

風
煙
に
隔
て
ら
る

て
う
て
い

３
蕭
条
落
野
樹

蕭
条
と
し
て

野
樹
落
ち

せ
う
で
う

４
幽
咽
響
流
泉

幽
咽
し
て

流
泉
響
く

５
瀚
海
波
難
息

瀚
海

波

息
み
難
く

や

６
交
河
氷
未
堅

交
河

氷

未
だ
堅
か
ら
ず

７
寧
知
蓋
山
水

寧
ぞ
知
ら
ん

蓋
山
の
水
の

か
ふ
さ
ん

８
逐
節
赴
危
絃

節
を
逐
ひ
て

危
絃
に
赴
く
を

【
日
本
語
訳
】

１
隴
山
か
ら
長
安
の
あ
る
秦
川
の
方
を
眺
め
て
み
て
も

２
風
に
た
な
び
く
靄
に
遥
か
に
隔
て
ら
れ
て
見
え
は
し
な
い

も
や

３
原
野
の
樹
木
は
葉
が
落
ち
て
も
の
寂
し
く

４
川
の
流
れ
が
響
い
て
咽
び
泣
き
の
よ
う
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５
北
方
の
瀚
海
で
は
波
が
な
か
な
か
収
ま
ら
な
い
と
い
う
し

６
遥
か
西
方
の
交
河
で
は
氷
が
ま
だ
張
り
詰
め
て
い
な
い
そ
う
な

７
ま
さ
か
宣
城
の
蓋
山
の
水
が

８
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
弦
の
高
い
音
色
に
つ
れ
て
湧
き
上
が
ろ
う
と

は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た

【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
八
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
十
六

１
「
隴
底
」
、
『
英
華
』
作
「
隴
頭
」。

５
「
波
」
、『
英
華
』
作
「
将
」
。

【
押
韻
】

「
川
」「
泉
」
、
下
平
二
仙
韻
。「
煙
」「
堅
」「
絃
」
、
下
平
一
先
韻
。

先
・
仙
同
用
。

【
作
者
】
五
一
九
～
五
八
一
。
梁
・
陳
の
文
字
学
者
、
作
家
、
画

家
。
字
は
希
馮
。
呉
郡
呉
（
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
人
。
王
褒
と
と

も
に
梁
の
宣
城
王
蕭
大
器
の
賓
客
と
な
っ
た
時
、
王
の
た
め
に
古

賢
の
像
を
描
き
、
褒
も
賛
を
作
っ
て
「
二
絶
」
と
称
さ
れ
た
。
ま

た
、
簡
文
帝
蕭
綱
の
命
を
受
け
『
玉
篇
』
を
撰
し
た
。
梁
が
滅
び

る
と
陳
に
仕
え
、
黄
門
侍
郎
、
光
禄
卿
な
ど
を
歴
任
し
た
。
現
在
、

詩
十
首
を
伝
え
る
が
、
大
半
が
楽
府
で
あ
る
。

【
語
釈
】

１
隴
底
望
秦
川

２
迢
遞
隔
風
煙

［
隴
底
］
隴
坻
に
同
じ
。
隴
山
と
も
。
陝
西
省
と
甘
粛
省
と
の
間

て
い

に
あ
る
山
の
名
。
唐
・
杜
佑
『
通
典
』
巻
一
百
七
十
四
に
「
天

水
郡
…
…
有
大
坂
、
名
曰
隴
坻
、
亦
曰
隴
山
。
（
天
水
郡
…
…
大

坂
有
り
、
名
づ
け
て
隴
坻
と
曰
ひ
、
亦
た
隴
山
と
曰
ふ
。
）
」
。

ま
た
、『
太
平
御
覧
』
巻
五
十
六
に
引
く
「
三
秦
記
」
に
「
其
坂

九
廻
、
不
知
高
幾
里
。
欲
上
者
七
日
乃
越
。
高
処
可
容
百
余
家
、

下
処
数
十
万
戸
。
上
有
清
水
四
注
。
俗
歌
曰
、
『
隴
頭
流
水
、
鳴

声
幽
咽
。
遥
望
秦
川
、
心
肝
断
絶
』。
去
長
安
千
里
、
望
秦
川
如

帯
。
又
関
中
人
上
隴
者
、
還
望
故
郷
悲
思
、
而
歌
則
有
絶
死
者
。

（
其
の
坂

九
廻
し
、
高
き
こ
と
幾
里
な
る
か
を
知
ら
ず
。
上

ら
ん
と
欲
す
る
者

七
日
に
し
て
乃
ち
越
ゆ
。
高
き
処
は
百
余

家
を
容
る
べ
く
、
下
き
処
は
数
十
万
戸
。
上
に
清
水
の
四
も
に

ひ
く

注
ぐ
有
り
。
俗
歌
に
曰
く
、
『
隴
頭
流
水
、
鳴
声

幽
咽
す
。
遥

か
に
秦
川
を
望
め
ば
、
心
肝

断
絶
す
』
と
。
長
安
を
去
る
こ

と
千
里
、
秦
川
を
望
め
ば
帯
の
如
し
。
又
た
関
中
の
人

隴
に

上
れ
ば
、
故
郷
を
還
望
し
て
悲
思
し
、
而
も
歌
へ
ば
則
ち
絶
死

す
る
者
有
り
。
）
」。

［
秦
川
］
陝
西
省
か
ら
甘
粛
省
に
か
け
て
の
秦
嶺
以
北
の
平
原
。

隴
山
と
長
安
と
の
間
に
横
た
わ
る
。「
隴
底
」
語
釈
参
照
。

［
迢
遞
］
遥
か
に
遠
い
様
。
双
声
。
斉
・
謝
朓
「
鼓
吹
曲
」
入
朝

曲
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
逶
迆
帯
淥
水
、
迢
遞
起
朱
楼
（
逶
迆

ゐ

い

と
し
て

淥

水
を
帯
び
、
迢
遞
と
し
て
朱
楼
を
起
こ
す
）
」
と
あ

り
ょ
く
す
い

り
、
李
善
注
は
「
劉
逵
注
曰
、
『
迢
遞
、
遠
望
懸
絶
也
』
。
」
と

す
る
。

［
風
煙
］
風
に
た
な
び
く
も
や
。
謝
朓
「
「
和
王
著
作
八
公
山
」（
『
文
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選
』
巻
三
十
）
に
「
風
煙
四
時
犯
、
霜
雨
朝
夜
沐
（
風
煙

四

時
に
犯
し
、
霜
雨

朝
夜
に
沐
す
）
」
と
あ
る
の
が
早
い
例
だ
が
、

こ
れ
は
風
と
も
や
の
意
。
梁
・
何
遜
「
至
大
雷
聯
句
」
の
「
閔

閔
風
煙
動
、
蕭
蕭
江
雨
声
（
閔
閔
と
し
て

風
煙

動
き
、
蕭

び
ん
び
ん

蕭
と
し
て

江
雨

声
あ
り
）」
は
風
に
た
な
び
く
も
や
の
意
だ

ろ
う
。

３
蕭
条
落
野
樹

４
幽
咽
響
流
泉

［
蕭
条
］
も
の
寂
し
い
様
。
畳
韻
。

［
落
野
樹
］
原
野
に
生
え
た
樹
木
の
葉
が
枯
れ
落
ち
る
。
野
樹
は

梁
・
虞
騫
「
登
鍾
山
下
峯
望
詩
」
に
「
遙
看
野
樹
短
、
遠
望
樵

人
細
」
と
。

［
幽
咽
］
咽
び
泣
く
。
し
ば
し
ば
悲
し
み
を
誘
う
川
の
流
れ
の
音
。

「
隴
底
」
語
釈
に
引
い
た
「
三
秦
記
」
中
の
「
俗
歌
」
に
見
え

る
。
中
古
音
で
は
幽
、
咽
い
ず
れ
の
声
母
も
影
母
、
双
声
。

［
流
泉
］
流
れ
て
い
く
湧
き
水
。『
詩
経
』
大
雅
・
公
劉
に
「
相
其

陰
陽
、
観
其
流
泉
（
其
の
陰
陽
を
相
、
其
の
流
泉
を
観
る
）
」
。

み

泉
が
押
韻
字
な
の
で
「
流
泉
響
」
を
倒
置
し
、
第
３
句
「
野
樹

落
」
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
倒
置
す
る
。

５
瀚
海
波
難
息

６
交
河
氷
未
堅

［
瀚
海
］
翰
海
、
澣
海
と
も
。
中
国
北
方
の
海
の
名
、
ま
た
湖
の

名
、
ま
た
ゴ
ビ
砂
漠
を
指
す
と
す
る
な
ど
諸
説
あ
る
。『
玉
篇
』

水
部
に
「
瀚
、
音
汗
、
海
名
。」
と
あ
り
、
顧
野
王
は
海
の
名
と

解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
史
記
』
衛
将
軍
驃
騎
列
伝
に
「
驃

騎
将
軍
去
病
率
師
、
…
…
。
登
臨
翰
海
。
（
驃
騎
将
軍
去
病

師

を
率
ゐ
て
、
…
…
。
翰
海
に
登
臨
す
。
）
」
と
あ
り
、
『
漢
書
』

衛
青
霍
去
病
伝
「
登
臨
翰
海
」
に
は
「
張
晏
曰
、『
登
海
辺
山
以

望
海
也
。
…
…
。
』
如
淳
曰
、
『
翰
海
、
北
海
名
也
。
』
（
張
晏

曰
く
、『
海
辺
の
山
に
登
り
て
以
て
海
を
望
む
な
り
。
…
…
』
と
。

如
淳

曰
く
、
『
翰
海
、
北
海
の
名
な
り
』
と
。
）
」
と
の
注
が

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
は
斉
召
南
の
「
瀚

海
即
大
漠
之
別
名
、
沙
磧
四
際
無
涯
、
故
謂
之
海
。
張
晏
・
如

淳
直
以
大
海
北
海
解
之
、
非
也
。
本
文
明
云
『
去
病
出
代
・
右

北
平
二
千
余
里
』
、
則
其
地
正
在
大
漠
。
安
能
及
絶
遠
之
北
海
哉
。

（
瀚
海
は
即
ち
大
漠
の
別
名
に
し
て
、
沙
磧

四
際

涯
無
し
、

故
に
之
れ
を
海
と
謂
ふ
。
張
晏
・
如
淳

直
ち
に
大
海
・
北
海

た
だ

を
以
て
之
れ
を
解
す
る
は
、
非
な
り
。
本
文

明
ら
か
に
『
去

病

代
・
右
北
平
よ
り
出
づ
る
こ
と
二
千
余
里
』
と
云
ふ
、
則

ち
其
の
地
は
正
に
大
漠
に
在
り
。
安
く
ん
ぞ
能
く
絶
遠
の
北
海

に
及
ば
ん
や
。
）
」
と
の
案
語
を
引
く
。
新
釈
漢
文
大
系
『
史
記

十
一
』
（
青
木
五
郎

明
治
書
院

二
〇
〇
四
）
は
「
○
臨
翰

海

山
上
か
ら
翰
海
を
見
下
ろ
す
。『
翰
海
』
は
『
瀚
海
』
と
も

い
い
、

今
の
バ
イ
カ
ル
湖
、

今
の
呼
倫
湖
と
貝
爾
湖
、

(1)

(2)

(3)

今
の
達
来
諾
爾
湖
、

ゴ
ビ
沙
漠
、

今
の
杭
愛
山
（
の
音
訳
）

(4)

(5)

な
ど
の
諸
説
が
あ
っ
て
決
し
難
い
。
…
…
。
こ
こ
は
狼
居
胥
山

や
姑
衍
山
に
登
っ
て
翰
海
を
見
下
ろ
し
た
と
い
う
意
で
は
な
い

か
。」
と
す
る
。
中
古
音
で
瀚
の
声
母
は
匣
母
、
海
は
暁
母
、
発

音
部
位
が
近
か
っ
た
。

［
交
河
］
川
の
名
。
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
吐
魯
番
（
ト
ル
フ
ァ
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ン
）
市
の
西
、
約
一
〇
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
『
漢
書
』
西

域
伝
下
に
「
車
師
前
国
、
王
治
交
河
城
。
河
水
分
流
繞
城
下
、

故
号
交
河
。（
車
師
前
国
、
王
の
治

交
河
城
。
河
水

分
流
し

て
城
下
を
繞
り
、
故
に
交
河
と
号
す
。
）
」。
梁
・
范
雲
「
効
古
」

詩
（
『
文
選
』
巻
三
十
一
）
に
「
風
断
陰
山
樹
、
霧
失
交
河
城
（
風

は
断
つ

陰
山
の
樹
、
霧
に
失
ふ

交
河
の
城
）
」
。
後
の
例
に

な
る
が
、
唐
太
宗
李
世
民
の
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
に
「
塞
外
悲

風
切
、

交
河
氷
已
結
（
塞
外

悲
風

切
に
、

交
河

氷

已
に
結
べ
り
）」
と
あ
り
、
杜
甫
「
高
都
護
驄
馬
行
」
に
「
腕
促

蹄
高
如
踣
鉄
、
交
河
幾
蹴
曾
氷
裂
（
腕

促
ま
り

蹄

高
く

つ
づ

し
て

鉄
を
踣
む
が
如
く
、
交
河

幾
た
び
か
曾
氷
を
蹴
り
て

ふ

裂
く
）」
と
見
え
る
。

７
寧
知
蓋
山
水

８
逐
節
赴
危
絃

［
蓋
山
］
宣
城
（
安
徽
省
）
に
あ
っ
た
山
の
名
。
二
句
、
梁
・
劉

孝
標
「
重
答
劉
秣
陵
沼
書
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
三
）
に
「
蓋
山

之
泉
、
聞
絃
歌
而
赴
節
。（
蓋
山
の
泉
、
絃
歌
を
聞
き
て
節
に
赴

か
ふ
ざ
ん

く
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
『
宣
城
記
』
曰
、
『
臨
城
県
南
四

十
里
、
蓋
山
、
高
百
許
丈
、
有
舒
姑
泉
。
昔
有
舒
氏
女
、
与
其

父
析
薪
此
泉
、
処
坐
牽
挽
不
動
、
乃
還
告
家
。
比
還
、
唯
見
清

泉
湛
然
。
女
母
曰
、「
吾
女
本
好
音
楽
」
。
乃
絃
歌
、
泉
涌
迴
流
、

有
朱
鯉
一
双
。
今
作
楽
嬉
戯
、
泉
固
涌
出
也
』
。
（
『
宣
城
記
』

に
曰
く
、
『
臨
城
県
の
南

四
十
里
、
蓋
山
、
高
さ
百
許
丈
、
舒

姑
泉
有
り
。昔

舒
氏
の

女

有
り
、其
の
父
と
薪
を
此
の
泉
に
析

む
す
め

さ

き
、
処
り
て
坐
し
牽
挽
す
る
も
動
か
ず
、
乃
ち
還
り
て
家
に
告

を

け
ん
ば
ん

ぐ
。
還
る
に
比
び
、
唯
だ
清
泉
の
湛
然
た
る
を
見
る
の
み
。
女

お
よ

た
ん
ぜ
ん

の
母

曰
く
、「
吾
が
女

本

音
楽
を
好
む
」
と
。
乃
ち
絃
歌

も
と

す
れ
ば
、
泉

涌
き
て
迴
流
し
、
朱
鯉
一
双
有
り
。
今

楽
を

作
し
て
嬉
戯
す
れ
ば
、
泉

固
よ
り
涌
出
す
る
な
り
』
と
。
）
」

も
と

と
見
え
る
故
事
に
拠
る
。
蓋
、
六
臣
注
に
「
合
」
と
音
注
が
あ

る
。
顧
野
王
が
宣
城
王
蕭
大
器
の
賓
客
だ
っ
た
こ
と
に
関
わ
り

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

［
逐
節
］
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
。
右
に
見
た
「
赴
節
」
に
同
じ
。

宋
・
鮑
照
「
夜
聴
妓
詩
二
首
」
其
二
に
「
傾
情
逐
節
寧
不
苦
、

特
為
盛
年
惜
容
華
（
情
を
傾
け
節
を
逐
ひ
て

寧
ぞ
苦
し
ま
ざ

る
、
特
だ
盛
年
の
為
に
容
華
を
惜
し
む
の
み
）
」
と
。

た

［
危
絃
］
高
い
音
を
出
す
た
め
に
強
く
張
っ
た
絃
。
晋
・
張
協
「
七

命
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
五
）
に
「
撫
促
柱
則
酸
鼻
、
揮
危
絃
則

涕
流
。（
促
柱
を
撫
す
れ
ば
則
ち
酸
鼻
し
、
危
絃
を
揮
へ
ば
則
ち

ふ
る

涕

流
る
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
鄭
玄
『
論
語
注
』
曰
、

な
み
だ

『
危
、
高
也
』
。
」
。
ま
た
、
梁
・
王
暕
「
詠
舞
詩
」
に
「
同
情

依
促
柱
、
共
影
赴
危
絃
（
情
を
同
じ
く
し
て
促
柱
に
依
り
、
影

を
共
に
し
て
危
絃
に
赴
く
）
」。

※
本
稿
は
平
成
二
十
七
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
言
語
実
験
の

場
と
し
て
の
六
朝
楽
府
に
関
す
る
研
究
」
（
課
題
番
号
二
六
三
七
〇
四
一

〇
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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『
中
國
中
世
文
学
研
究
』
投
稿
規
定

一

応
募
資
格

中
国
中
世
文
学
会
会
員
に
限
る
。

二

応
募
規
定

１

論
文
と
し
て
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

２

原
稿
は
校
正
時
に
加
筆
を
要
し
な
い
完
全
原
稿
と
す
る
。

３

原
稿
枚
数
は
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
四
〇
枚
程
度

と
す
る
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
一
行
二
五
字
、
一
頁

二
五
行
の
形
式
で
作
成
し
、
電
子
媒
体
と
と
も
に
提
出
す
る
。

４

原
稿
は
原
則
と
し
て
縦
書
き
と
す
る
。
図
版
な
ど
を
使
用

す
る
場
合
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
の
指
示
に
従

う
。

５

提
出
期
限
は
、
八
月
末
日
と
二
月
末
日
の
二
回
と
す
る
。

６

抜
き
刷
り
は
、
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
作
成
す
る
が
、

費
用
は
執
筆
者
負
担
と
す
る
。

三

論
文
の
掲
載
は
、
査
読
委
員
会
の
査
読
を
経
、
編
集
委
員
会

の
議
を
経
た
上
で
決
定
す
る
。

［
平
成
二
五
、
二
六
年
度
査
読
委
員
］

石
川
忠
久
（
二
松
学
舎
大
学
顧
問
）

小
川
恒
男
（
広
島
大
学
大
学
院
教
授
）

佐
藤
利
行
（
広
島
大
学
大
学
院
教
授
）

中
川
正
之
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授

立
命
館
大
学
特
別

招
聘
教
授
）

四

『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
を
、
電
磁
的
記
録
と
し
て
複
製
し
、

こ
れ
を
公
衆
送
信
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
者
の
論
文
の
み
掲

載
す
る
。中

國
中
世
文
學
研
究

第
六
十
五
号

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日
印
刷

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
日
発
行

編
集
・
発
行
者

中
國
中
世
文
學
會

〒

東
広
島
市
鏡
山
一
―
二
―
三

739
-8522

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

℡
〇
八
二
―
四
二
四
―
六
六
七
七

発
売
元

(

株)

白
帝
社

〒

東
京
都
豊
島
区
池
袋
二
―
六
五
―
一

171
-0014


